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さいたま市立博物館

1. 運営方針
　さいたま市立博物館は、生涯にわたって創造性豊かな市民を育て、教育・学術・文化の発展に寄与するため、次のよう
な基本方針に基づき運営する。

⑴　さいたまの地で営まれた人々の生活を通して、原始・古代から現代に至るさいたま市域の歴史を知ることができる
よう、教育普及活動を重視した博物館である。

⑵　考古･民俗･歴史･美術･教育資料や各種の生活資料を調査･収集し、保存･展示･研究を進める博物館である。
⑶　市民の郷土意識の涵養を図り、歴史・美術等に関連する団体・グループ活動の発表の場となる博物館である。

2. 沿　革
昭和53年（1978） 3 月　大宮市議会において予算及び建設予算可決
昭和54年（1979） 5 月　大宮市立郷土史料博物館準備室設置
昭和55年（1980）11月　大宮市立博物館開館
昭和57年（1982）11月　博物館登録原簿に登録（埼玉第６号）
平成13年（2001） 5 月　３市合併（浦和・大宮・与野市）に伴い、「さいたま市立博物館」に改称
平成14年（2002） 3 月　特別展示室中央展示ケース改修工事終了
平成14年（2002）10月　身障者用トイレ改修工事終了
平成17年（2005） 3 月　人荷用エレベーター改修工事、消火設備改修工事終了
平成17年（2005） 4 月　岩槻市の編入合併に伴い、岩槻郷土資料館・岩槻藩遷喬館を分館とする
平成19年（2007） 1 月　石綿除去工事終了（工事に伴い平成18年11月１日～19年１月31日まで休館）
平成23年（2011） 3 月　空調設備改修工事終了（工事に伴い平成23年３月１日～25日まで休館）

3. 組　織　（令和３年４月１日現在）

博物館 市立博物館　管理係

市立博物館　事業係

浦和博物館

浦和くらしの博物館民家園

旧坂東家住宅見沼くらしっく館

岩槻郷土資料館 岩槻藩遷喬館 鴻沼資料館与野郷土資料館 旧高野家離座敷

館　長１

係　　長１	 主　　査１
主　　任１

主　　査1	 主　　任（学）1
主　　査（再）2	 博物館指導員（会）1

主　　査（学）1	 主　　査1
主　　査（再）2	 博物館指導員（会）1

主　　査（学）1	 主　　査（再）2
博物館指導員（会）2

館長補佐（学）1	 主任指導主事1
主　　任（学）1	 主　　事（学）2
博物館指導員（会）1

《博物館分館》

主  査（再）1
博物館指導員（会）1

主  査（学・再）1
主  査（再）1
博物館指導員（会）1

【凡例】（学）＝学芸員、（再）＝再任用職員、（会）＝会計年度任用職員
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4. 施設の概要
⑴　 建物と各室の配置、面積
　①構　　造　鉄筋コンクリート造　 　  ②階　　数　地上 2階・地下 1階、一部屋階
　③敷地面積　1,570.79㎡　　　　　　 ④建築面積　790.01㎡　
　⑤延床面積　2,330.18㎡　地階832.96㎡　 1階714.31㎡　 2 階752.10㎡　屋階30.81㎡

各室の配置

展示部門 593.17 管理部門 931.72 収蔵部門 391.58
常設展示室 389.48 事務室 46.9 第１収蔵庫 144.0
特別展示室 156.25 作業室 36.0 第２収蔵庫 247.58
展示準備室① 37.2 更衣休憩室 16.8
展示準備室② 10.24 倉庫① 11.55 研究部門 206.84

倉庫② 11.0 工作室① 36.0
教育部門 206.87 倉庫③ 12.6 工作室② 16.8
講座室 79.84 湯沸室 7.26 スタジオ 28.6
ラウンジ 47.28 電気室 55.2 暗室 7.4
エントランスロビー 79.75 発電機室 22.94 文献資料室 74.25

機械室 190.0 荷解室 34.22
その他 521.47 倉庫④ 9.57

（単位：㎡）　　

1階 2 階
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⑵　常設展示室案内図

地階



− 6− − 7−

5. 令和３年度事業報告
⑴　 展示及び関連講座
 ① 第32回企画展「さいたま八景」
　
　江戸時代、中国の瀟湘（しょうしょう）八景や近江八景などに影響を受けて、全国各地の景色を八景に見立てて、
絵画を描くことや、和歌や詩を詠むことで、風景を楽しむ文化が各地に広がりました。全国各地の八景は1,100
以上の場所で確認されていますが、さいたま市内でも「岩槻古城八景」（岩槻区）、「与野八景」（中央区）、「大宮八
景」（大宮区）、「日向十景」（桜区）などが確認されています。本展では、市内の八景に関する絵画資料、句集や歌
集等を中心に、市内における八景文化を紹介しました。

• 会　　期　令和３年３月23日（火） ～ 令和３年５月５日（水・祝）44日間（開館日数39日）入館者2,318人
　　　　　　 （令和３年度：４月１日（木）～５月５日（水・祝）35日間（開館日数31日）入館者1,766人）
• 構　　成　１　八景の系譜　～瀟湘八景と近江八景～
　　　　　　 ２　市内の八景文化
　　　　　　 ３　現代の市内の“八景”と景観
• 出品点数　 39点（会期中に展示替えを実施）
• 印 刷 物　Ａ４判チラシ（12,000枚）、Ａ３判ポスター（4,700枚）、Ｂ２判ポスター（500枚）
• 関連講座　企画展関連講演会（さいたま市YouTubeチャンネルで放映）　※１
　　　　　　 ア　演題：「日向十景とさいたま市の景観」
　　　　　　　　 講師：埼玉大学教育学部教授　薄井俊二氏・飯泉健司氏
　　　　　　 　　　　　埼玉大学大学院理工学研究科准教授　深堀清隆氏
　　　　　　 イ　演題：「現代のさいたま市内の景観」
　　　　　　 　　講師：さいたま百景選定市民委員会　中津原努氏・安部邦昭氏
• 展示解説　ア　４月18日（日）　参加者15人
　　　　　　 イ　５月３日（月・祝） 　参加者15人
　　　　　　 参加者合計　30人

　　　　　　 

• 新型コロナウィルス感染症拡大による変更
※１　対面形式の講座に代えて、講演の動画をさいたま市YouTubeチャンネルで放映しました。

企画展「さいたま八景」（展示）
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② 第33回企画展「さいたまのＪＡＰＡＮ　ＢＬＵＥ　～さいたまを染める！～」

令和２年度に開催した、第31回企画展「さいたまのＪＡＰＡＮ　ＢＬＵＥ　～さいたまを染める！～」は、新型コロナ
ウィルス感染症拡大の影響で会期を大幅に短縮して開催したため、多くの方に展示をご覧いただくことができませんで
した。このため、令和３年度にも、一部資料を加え、改めて同様のテーマで展示を開催しました。

• 会　　期　令和３年５月22日（土） ～ 令和３年６月13日（日）　23日間（開館日数20日）入館者702人
• 構　　成　１　藍の歴史（語られる藍）

２　藍の美と技（魅せる藍）
３　藍の自然と科学（染める藍）
NHK大河ドラマ関連資料展示（エントランスホール）：NHKさいたま放送局協力

• 出品点数	 76点
• 関連講座　ア　５月28日（金）、６月４日（金）　各日10時～15時　参加者37人
　　　　　　 　　藍染体験講座　講師：藍染研究家　山﨑利江氏
• 展示解説　ア　６月５日（土）　参加者２人
　　　　　　 イ　６月12日（土）　参加者５人
　　　　　　 参加者合計　７人

③ 夏休み子ども博物館
　
　小学校学習指導要領では、教育環境の充実のために、社会科の学習において「博物館や資料館、図書館などの
公共施設についても引き続き積極的に活用すること」と明記されています。この主旨を踏まえて、「大昔のさい
たま市」「井沢弥惣兵衛と見沼代用水」など社会科の教科書や副読本に含まれている単元に関係した展示や、小・
中学生にさいたま市の魅力を発信するための展示を行うとともに、関連講座を実施しました。

• 会　　期　７月21日（水） ～ ８月25日（水）　36日間（開館日数31日）　入館者2,399人
• 構　　成　１　さいたま市の位置とようす
	 ２　さいたま市の発展と人物
	 ３　さいたま市内の道路や鉄道
	 ４　さいたま市内の遺跡
	 ５　さいたま市とオリンピック・パラリンピック
	 ６　世界にほこるさいたま市の「ものづくり」
• 印 刷 物　Ｂ４判チラシ（75,100枚）、Ａ２判ポスター（50枚）

企画展「さいたまのＪＡＰＡＮ　ＢＬＵＥ」（展示） 大河ドラマ関連資料（展示）
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• 関連講座　体験講座や見学会など	 参加者642人
　  （講師：７月24・25日 加藤工児氏、８月９日 初音みね子氏、８月12・13日 市立中学校教諭、その他 職員）

実施日 講座名 講座数 参加者数
1 ７月21日（水） 土器づくり ２回 39人
2 ７月22日（木・祝）～25日（日） 土器づくり（親子） ８回 152人
3 ７月27日（火）、28日（水） まが玉づくり ４回 74人
4 ７月29日（木）、30日（金） 火おこし器づくり ４回 76人
5 ７月31日（土）、８月１日（日） 縄文の布コースターづくり（親子） ４回 72人
6 ８月５日（木） せんすづくり ２回 40人
7 ８月６日（金） 藍染め　絞り　ハンカチ ２回 38人
8 ８月７日（土） 藍染め　絞り　エコリュック（親子） ２回 38人
9 ８月９日（月・休） 折り紙教室（親子） ２回 34人
10 ８月11日（水） 歴史博士になろう！歴史クイズ大会 １回 17人
11 ８月12日（木）、13日（金） さいたま市の鉄道 ２回 24人
12 ８月14日（土）※１ 藍染め　型　ミニエコバッグ（親子） ２回 38人

　※１　台風10号の影響により８月８日（日）から延期

• 学習ノートの活用
　　　常設展示を見ながら学習ノートの問題に答え、さいたま市の歴史を学びます。
　　　ア 小学校３年生向き　　　　　　　　　　エ 中学生向き①（旧石器時代～戦国時代）
　　　イ 小学校４年生向き　　　　　　　　　　オ 中学生向き②（江戸時代～明治時代）
　　　ウ 小学校５・６年生向き　　　　　　　　カ 中学生向き③（明治時代～昭和時代）
　※さいたま市立博物館HPにおいて、ダウンロード用の学習ノートとWeb版の学習ノートも配信。

④ 最新出土品展 （文化財保護課主催）

さいたま市内で実施した埋蔵文化財発掘調査の最新成果を紹介する展示会を、特別展示室において文化財保
護課の主催で開催しました。

• 会　　期　　９月７日（火） ～20日（月・祝）　14日間（開館日数13日）　入館者500人

夏休み子ども博物館（展示） チラシ
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⑤ 第45回特別展「悠久の年月を越えて －新指定の文化財を中心に－」

　郷土の先人たちは、荒川、元荒川をはじめとする多くの河川や池沼と、低地、台地が複雑に入り組んだ自然
環境のもと、生活の中で様々な文化を育んできました。過去から受け継がれ、今日の私たちが目にする数々の
文化財は、さらに後世へと時空を超えて伝えなければならない、先人から未来への賜物といえます。
　さいたま市誕生から20周年を迎えた本年の特別展では、市内に存在する国・県・市の各種の文化財のうち、
近年新たに指定、登録された文化財や、修理・修復を行った文化財を中心に紹介し、未来に向けて文化財を保存、
活用し続けることの意義について考えました。

• 会　　期	 10月９日（土） ～11月21日（日）　44日間（開館日数37日）　入館者1,898人
• 構　　成	 はじめに　－文化財保護制度の概要－
	 第１章　有形文化財
	 第２章　文化財の登録制度
	 第３章　記念物（史跡・天然記念物）
	 第４章　民俗文化財
	 おわりに　－文化財を守り伝える－
• 出品点数	 実物資料13件（うち指定文化財５件）　約250点
• 印 刷 物	 Ａ４判チラシ（8,000枚）、Ａ３判ポスター（5,000枚）
	 Ａ４判図録（48頁、1,300部、頒布価格700円）
• 関連講座	 ア　10月31日（日）　14時～16時　参加者18人
	 　　演題：「奉修復・ほとけさま」　
	 　　講師：古文化財保存修復研究所代表 長井武志氏
	 イ　11月６日（土）　 14時～15時30分　参加者18名
	 　　演題：「馬場小室山遺跡の概要とこれまでの調査」
	 　　講師：さいたま市遺跡調査会主任調査員 山田尚友氏
	 ウ　11月13日（土）　 14時～16時　参加者17人
	 　　演題：「埼玉の寺社建築」　
	 　　講師：日本工業大学名誉教授 波多野純氏
• 関連イベント	 登録有形文化財　岩槻郷土資料館探検ツアー
	 　　10月24日（日）　参加者13人
• 展示解説	 ア　10月10日（日）　参加者16人
	 イ　11月３日（水・祝）　参加者29人
	 ウ　11月21日（日）　参加者９人
	 参加者合計　54人

特別展「悠久の年月を越えて－新指定の文化財を中心に－」（展示） 展示図録（表紙）
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⑥ さいたま市のうつり変わりと人びとのくらし展

　小学校３年生の社会科では、「市の様子の移り変わり」を学習することとなっています。特に「交通や公共
施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による違いに着目して、市や人びとの生活の様子を捉え、それ
らの変化を考える」ことが求められているとともに、博物館や身近な地域での調査・観察等の体験的な学習も
一層重視されています。児童生徒の学習の充実を図るとともに郷土の歴史への興味や関心を高めることを目的
として本展を開催しました。

• 会　　期	 12月７日（火） ～２月23日（水・祝）　79日間（開館日数60日）　入館者2,808人
• 構　　成	 １　150年前くらいの様子と人びとのくらし（人がものを運んでいたころ）
	 ２　135年前くらいの様子と人びとのくらし（鉄道が通ったころ）
	 ３　85年前くらいの様子と人びとのくらし（浦和や大宮が市になったころ）
	 ４　60年前くらいの様子と人びとのくらし（与野や岩槻が市になったころ）
	 ５　35年前くらいの様子と人びとのくらし（東北新幹線、埼京線が通ったころ）
	 ６　20年前くらいの様子と人びとのくらし（さいたま市が誕生したころ）
	 ７　現在、そしてこれからのさいたま市（さいたま市の現状と目指す「未来のさいたま市像」）
• 出品点数	 108点
• 印 刷 物	 Ａ４判パンフレット（75,000枚）
• 関連講座	 「昔ふれあい教室」　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　参加者94人

実施日時 講座名 対　象 参加者数
１ 12月18日（土）10時～12時 ぐにゃぐにゃたこづくり 小学生とその保護者 21人

２ １月９日（日）10時～12時 昔のくらし体験 小学校３年生とその保護者 18人

３ １月15日（土）10時～12時 万華鏡づくり 小学生とその保護者 21人

４ １月29日（土）10時～12時 折り紙教室 小学生とその保護者 21人

５ ２月５日（土）10時～12時 動くおもちゃづくり 小学生とその保護者 13人

• イベント	 自転車の紙芝居とあかりの道具の移り変わり体験（17日間、延べ54回）　見学者724人
	 ＊１月８日（土）～２月23日（水・祝）の土・日・祝日に実施（土曜日は自転車の紙芝居のみ）
• 体験学習	 伝承的な遊びの場や道具を提供して使い方を支援するプログラムで、人々の生活の変化を伝え	
	 る、昔の道具を使った体験ができるプログラムを用意しました。

対　象 プログラム
小学校１・２学年 自転車の紙芝居、影絵ほか

小学校３・４学年 「山かご・てんびんぼう」「石臼・薬研・竿ばかり」ほか

さいたま市のうつり変わりと人びとのくらし展（展示） 関連講座（万華鏡づくり）
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⑦ 第34回企画展「自然塗料「赤山渋」 ～かつての郷土特産物～」

　現在のさいたま市東部から川口市北部にかけての、大宮台地を中心とした地域の農家では、江戸時代後期か
ら昭和戦後にかけて、柿渋が盛んに作られました。この柿渋は「赤山渋」と呼ばれ、江戸を始め関東各地に出
荷され、家屋の外壁や投網、団扇、提灯、唐傘などの塗料として珍重されていましたが、化学塗料が普及して
いく過程で生産されなくなり、今では見ることができなくなっています。本展示では、かつて郷土の特産品と
して名を馳せた「赤山渋」について、古文書や生産用の道具、製品などの資料をもとに考察し、理解を深めま
した。

• 会　　期	 令和４年３月５日（土） ～ 令和４年５月８日（日）65日間（開館日数56日）入館者3,088人
	 （令和３年度分は３月５日（土）～３月31日（木）27日間（開館日数23日）入館者1,248人）
• 構　　成	 序章　柿と日本人
	 第１章　柿渋のあゆみ
	 第２章　柿渋をつくる
	 第３章　柿渋をつかう
	 第４章　「赤山渋」～かつての郷土特産物～
• 出品点数	 72点
• 印 刷 物	 Ａ４判チラシ（6,500枚）、Ａ３判ポスター（5,000枚）
• 関連講座	 ア　３月19日（土）　９時30分～12時　参加者20人
	 　　内容：「柿渋でTシャツを染める」体験講座
	 　　講師：楽布の会 主宰　山﨑利江氏
	 イ　３月20日（日）　13時30分～15時　参加者13人
	 　　演題：「赤山渋の再現プロジェクト」
	 　　講師：新井宿駅と地域まちづくり協議会 会員　井上二三世氏
	 ウ　３月27日（日）　13時30分～15時30分　参加者30人
	 　　演題：「赤山渋の生産と流通」
	 　　講師：埼玉民俗の会 会員　松岡聖子氏
• 展示解説	 ア　３月５日（土）　参加者12人
	 イ　４月17日（日）　参加者19人
	 ウ　５月３日（火・祝）参加者30人
	 参加者合計　61人

企画展「自然塗料「赤山渋」（展示） チラシ
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⑧ 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（展示及び関連講座）
予定日 講座名・内容 予定定員

１ ８月14日（土） 風の力とかざ車①・②　（株式会社マレリ） 自由参加

⑵  講座・その他事業

① 子どもわくわく体験講座

　小・中学生とその保護者を対象に、体験学習やフィールドワークを開催しました。
９講座・参加者347人

実施日 時　間 講座名 講　師 参加者数

１ ５月１日（土） 10時～12時 折り紙教室 日本折紙学会認定講師
初音みね子氏 17人

２ ５月２日（日） 10時～12時 土器づくり教室 博物館職員 20人
３ ５月３日（月・祝） 10時～15時 楽しいおもちゃづくり 博物館職員 91人
４ ５月４日（火・祝） 10時～15時 鉄道ペーパークラフト 博物館職員 60人
５ ５月５日（水・祝） 10時～15時 土器の拓本づくり 博物館職員 32人

６ ５月30日（日） ９時30分～
11時30分

大宮第２公園周辺で
初夏の自然観察をしよう

上尾市立大谷小学校
教頭　小川浩氏 21人

７ ６月５日（土） 10時～12時 藍染め教室 博物館職員 19人

－ 10月17日（日） 10時～11時30分 バッタをつろう 上尾市立大谷小学校
教頭　小川浩氏

雨天
中止

８ 10月30日（土） 10時～12時 藍染め教室 博物館職員 18人
９ 11月14日（日） ９時～12時 楽しいおもちゃをつくろう！ 博物館職員 69人

② 藍染体験教室

　藍染の伝統的な技法を実際に体験し、藍染について理解と関心を高めてもらうために藍染体験講座を開講しま
した。

実施日 講座名 講　師 参加者数

1 10月22日（金）、 10月29日（金）
２日間　９時30分～15時30分 型染めでエコバッグを染めよう 山﨑利江氏

（楽布の会　主宰） 各回14人

大宮第二公園周辺で初夏の自然観察をしよう 藍染め教室
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③ さいたま市民大学「歴史コース」

　さいたま市の歴史についてより深く学ぶことができるよう、「市民大学」にて講座「歴史コース」を開講しまし
た。令和３年度は、「さいたまの文化財を知る」というテーマで、さいたま市内の様々な文化財の魅力や見どこ
ろを紹介しつつ、文化財を保護することの意義について考えました。
・テーマ：「さいたまの文化財を知る」

時間：13時30分～15時30分　６回・参加者延べ105人
実施日 講座名 講　師 参加者数

１ 10月14日（木） さいたま市の天然記念物
－田島ケ原サクラソウ自生地－

清水誠氏
（国際学院埼玉短期大学副理事長） 18人

２ 10月21日（木） 近世古文書を読む 重田正夫氏
（さいたま市文化財保護審議会委員） 16人

３ 10月28日（木） さいたまの中世の仏たち 林宏一氏
（元さいたま市岩槻人形博物館館長） 18人

４ 11月５日（金） 獅子舞と相撲 飯塚好氏
（さいたま市史編纂民俗部会長） 16人

５ 11月11日（木） 建造物の見方
－さいたま市の古建築を中心に－ 青木義脩氏

（元埼玉県文化財保護審議会委員）

18人

６ 11月18日（木） 文化財総論
－文化財保護の歴史と現状－ 19人

④ 初級古文書講座

　さいたま市内の古文書（検地帳、宗門人別帳等）をテキストにして、郷土の歴史に触れることを目的に、初級
の古文書講座を開講しました。

実施日 講　師 参加者数
５月13日（木）、20日（木）、27日（木）、６月３日（木）、10日（木）、
17日（木）　13時30分～15時30分　全６回

岩下祥子氏
（国士舘大学文学部講師） 延べ116人

⑤ 中級古文書講座

　さいたま市内の古文書（村方文書、等）をテキストにして、郷土の歴史に触れることを目的に、中級の古文書
講座を開講しました。

実施日 講　師 参加者数
11月25日（木）、12月２日（木）、９日（木）
13時30分～15時30分　全３回

島村芳宏氏
（元さいたま市職員） 延べ51人

⑥ ミュージアムヴィレッジ大宮公園

　東武アーバンパークライン（野田線）の大宮公園駅を起点とした半径１㎞に位置する９施設が、各施設の個性
を生かしながら相互に連携する取組です。

ア　大宮公園周辺を巡り歩く！わくわくキーワードラリー

　各施設の回遊を促すため、９施設を巡るキーワードラリーを実施しました。
開催期間 内容 参加者数

11月15日（月）～
２月13日（日）

各加盟館で用紙を配布し、各館を見学して掲示されているキーワ
ードをすべて記入された方に景品を配布

用紙配布57人
景品配布61人
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イ　合同展示解説講座

　加盟館間の回遊を促すため、さいたま市立博物館、さいたま市立漫画会館の２館で開催中の企画展、収蔵品
展に関する合同講座を実施しました。

実施日 内容 講師 参加者数

３月17日（木）
13時30分～15時

（１）企画展　自然塗料「赤山渋」
　    ～かつての郷土特産物～
（２）収蔵品展　楽天の「漫画はスポーツだ！」

（１）市立博物館学芸員
（２）市立漫画会館学芸員 ７人

⑶　学校巡回展
　学校教育との連携の一環として小学校の社会科・総合的な学習の時間に対応した資料提供を行い、博物館活
動への理解を深めてもらうため、市内小学校を対象に巡回展を実施しました。令和３年度は３つのテーマを用
意し写真や解説パネル、実物資料などを各小学校の希望に合わせて約１週間の巡回展示を行いました。

① 展示テーマ
テーマ 展示内容 展示資料

大昔のさいたま市

【縄文時代】
さいたま市にもあった海、縄文時代のくらし、さい
たま市の貝塚、縄文時代の衣服と食事
【弥生時代】
弥生時代のさいたま市の概要、さいたま市の主な遺
跡、弥生時代の家の様子
【古墳時代】
さいたま市の古墳の概要、市内の古墳の分布、古墳
の様子、古墳時代のむらの様子

縄文土器、弥生土器、石器、土
器片、貝など

井沢弥惣兵衛と
見沼代用水

井沢弥惣兵衛と見沼代用水の概要、見沼通船堀、見
沼の伝説

伏せこし、掛けとい、通船堀の
いずれかの模型

たていわのくらし 福島県南会津町舘岩の概要、家のつくり、畑や山の
仕事、舘岩少年自然の家での活動の様子

のこぎり、フカグツ、カンジキ、
舘岩そば粉など

② 実施校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    延べ66校
【テーマ】大昔のさいたま市（６校） 【担当館】市立博物館

学校名 設置期間 学校名 設置期間
１ 大宮別所小 ４月15日（木）～４月22日（木） ４ 大砂土東小 6月17日（木）～ 6月24日（木）
２ 与野西北小 ４月15日（木）～４月22日（木） ５ 大久保東小 6月17日（木）～ 6月24日（木）
３ 指扇小 ６月３日（木）～６月10日（木） ６ 南浦和小 6月24日（木）～ 7月 １日（木）

【テーマ】井沢弥惣兵衛と見沼代用水（39校） 【担当館】市立博物館、見沼くらしっく館
学校名 設置期間 学校名 設置期間

７ 慈恩寺小 ９月28日（火）～10月５日（火） 13 辻小 10月 5 日（火）～10月12日（火）
８ 徳力小 ９月28日（火）～10月５日（火） 14 植水小 10月 7 日（木）～10月14日（木）
９ 大久保小 ９月30日（木）～10月７日（木） 15 片柳小 10月 7 日（木）～10月14日（木）
10 栄小 ９月30日（木）～10月７日（木） 16 向小 10月12日（火）～10月19日（火）
11 美園小 10月５日（火）～10月12日（火） 17 木崎小 10月12日（火）～10月19日（火）
12 芝原小 10月５日（火）～10月12日（火） 18 常盤北小 10月12日（火）～10月19日（火）
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学校名 設置期間 学校名 設置期間
19 上小小 10月14日（木）～10月21日（木） 33 大谷口小 11月２日（火）～11月９日（火）
20 島小 10月14日（木）～10月21日（木） 34 大宮東小 11月４日（木）～11月11日（木）
21 本太小 10月19日（火）～10月26日（火） 35 新開小 11月４日（木）～11月11日（木）
22 道祖土小 10月19日（火）～10月26日（火） 36 北浦和小 11月９日（火）～11月16日（火）
23 文蔵小 10月19日（火）～10月26日（火） 37 浦和別所小 11月９日（火）～11月16日（火）
24 馬宮西小 10月21日（木）～10月28日（木） 38 大谷場小 11月９日（火）～11月16日（火）
25 河合小 10月21日（木）～10月28日（木） 39 大宮小 11月11日（木）～11月18日（木）
26 善前小 10月26日（火）～11月２日（火） 40 谷田小 11月11日（木）～11月18日（木）
27 太田小 10月26日（火）～11月２日（火） 41 仲町小 11月16日（火）～11月22日（月）
28 柏崎小 10月26日（火）～11月２日（火） 42 沼影小 11月16日（火）～11月22日（月）
29 芝川小 10月28日（木）～11月４日（木） 43 大谷場東小 11月16日（火）～11月22日（月）
30 春岡小 10月28日（木）～11月４日（木） 44 与野本町小 11月18日（木）～11月25日（木）
31 野田小 11月２日（火）～11月９日（火） 45 鈴谷小 11月18日（木）～11月25日（木）
32 三室小 11月２日（火）～11月９日（火）

【テーマ】たていわのくらし（21校） 【担当館】市立博物館、見沼くらしっく館
学校名 設置期間 学校名 設置期間

46 常盤小 ４月22日（木）～４月30日（金） 57 植竹小 ６月17日（木）～６月24日（木）
47 七里小 ４月22日（木）～４月30日（金） 58 大砂土小 ６月24日（木）～７月１日（木）
48 宮原小 ４月30日（金）～５月11日（火） 59 つばさ小 ８月26日（木）～９月２日（木）
49 三橋小 ５月６日（木）～５月13日（木） 60 美園北小 ９月２日（木）～９月９日（木）
50 指扇北小 ５月13日（木）～５月20日（木） 61 川通小 ９月２日（木）～９月９日（木）
51 日進北小 ５月13日（木）～５月20日（木） 62 西原小 ９月９日（木）～９月16日（木）
52 神田小 ５月20日（木）～５月27日（木） 63 田島小 ９月９日（木）～９月16日（木）
53 大牧小 ５月20日（木）～５月27日（木） 64 東大成小 ９月16日（木）～９月24日（金）
54 宮前小 ５月27日（木）～６月３日（木） 65 春野小 ９月16日（木）～９月24日（金）
55 岸町小 ６月３日（木）～６月10日（木） 66 土合小 ９月30日（木）～10月７日（木）
56 下落合小 ６月３日（木）～６月10日（木）

③ 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（学校巡回展）
学校名 設置期間 実施予定テーマ

１ 大宮北小 ８月26日（木）～９月２日（木） たていわのくらし

⑷　体験学習
　博学連携の一環として、学校団体の体験学習を実施しました。

① 内容��
ア　昔の道具体験
　石臼、薬研、あかりの道具のうつり変わり、山かご、天秤棒・てご、洗濯など（主に３年生対象）

イ　昔のおもちゃ遊び
　紙風船、紙芝居、影絵など（主に１・２年生対象）
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② 実施校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   合計24校　延べ25回　参加者2,850人
実施日 学校名 学年・学級数 参加者数

１ ９月29日（水） 蓮田市立蓮田南小学校 ３年・４学級 120人
２ 10月８日（金） 三橋小学校 ３年・５学級 198人
３ 10月13日（水） 大久保東小学校 ３年・３学級 122人
４ 10月27日（水）※10月１日から延期 新和小学校 ３年・１学級 24人
５ 11月５日（金） 大成小学校 ３年・４学級 167人
６ 11月10日（水） 下落合小学校 ３年・４学級 141人
７ 11月12日（金） 仲本小学校 ３年・４学級 136人
８ 11月17日（水） 岩槻小学校 ３年・２学級 81人
９ 11月19日（金） 上尾市立原市小学校 ３年・３学級 99人
10 11月19日（金） 中島小学校 ３年・２学級 76人
11 11月26日（金） 大砂土小学校 ３年・６学級 240人
12 12月３日（金）※９月10日から延期 上落合小学校 ３年・４学級 149人
13 12月７日（火） 見沼小学校 ３年・２学級 74人
14 12月９日（木） 西原小学校 ３年・３学級 114人
15 12月15日（水）、17日（金） 大宮東小学校 １年・４学級 137人
16 12月16日（木） 芝川小学校 ３年・３学級 98人
17 １月12日（水） 大宮北小学校 ３年・２学級 68人
18 １月14日（金） 桜木小学校 ３年・２学級 79人
19 １月19日（水） 大宮小学校 ３年・４学級 136人
20 １月26日（水） 神田小学校 ３年・２学級 73人
21 １月28日（金） 植竹小学校 ３年・３学級 115人
22 ３月４日（金）※１月20日から延期 道祖土小学校 ３年・４学級 157人
23 ３月10日（木）※２月10日から延期 善前小学校 ３年・３学級 122人
24 ３月17日（木）※１月21日から延期 宮前小学校 ３年・３学級 124人

③ 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（体験学習）
実施日 学校名

１ １月13日（木） 日進北小学校
２ １月18日（火） 大宮別所小学校
３ １月25日（火） 岸町教育相談室
４ １月26日（水） 大宮東小学校
５ １月27日（木）、 ２月１日（火） つばさ小学校
６ １月28日（金） 野田小学校
７ ２月３日（木） 大宮南小学校
８ ２月４日（金） 埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園
９ ２月16日（水）※２月８日から延期 大谷口小学校
10 ２月18日（金） 埼玉大学教育学部附属小学校
11 ３月１日（火）※２月２日から延期 指扇小学校
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⑸ 　資料貸出
　各学校での体験学習等の実施のため、資料の貸出を行いました。
① 実施校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    延べ10校

貸出日 学校名 貸出資料
１ ５月15日（土） 徳力小学校 さいたま市のうつり変わりパネル
２ ６月１日（火） 常盤小学校 土器セットⅤ
３ ６月14日（月） 徳力小学校 土器セットⅠ、Ⅲ
４ ７月１日（木） 城北中学校 土器セットⅠ
５ ９月10日（金） 徳力小学校 火縄銃レプリカ
６ ９月24日（金） 上木崎小学校 戦時中写真パネル
７ １月11日（火） 谷田小学校 洗濯板
８ １月24日（月） 島小学校 洗濯板、石臼、薬研
９ ２月９日（水） 日進中学校 板石塔婆
10 ２月21日（月） つばさ小学校 洗濯板、石臼、薬研

② 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（資料貸出）
予定日 学校名

１ １月21日（金） 大谷小学校

⑹ 　出張講座
① 出張講座の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　参加者　延べ130人

実施日 場　所 対　象 内　容 参加者数

１ ６月16日（水）星槎プラチナスクール
星槎中等部、星槎プラチナ
スクール児童・生徒 大昔の生活の様子 10人

２ ２月２日（水）大宮東公民館 市内在住・在勤の方 歴史講座「大宮県と浦和県
～明治新政府の県庁舎建設経緯～」 40人

３ ２月15日（火）七里小学校 ３年生 社会科体験学習
（薬研・炭火アイロンと火のし） 61人

４ ２月22日（火）東宮下小学校 ３年生 むかしのくらしの体験学習 19人

⑺　職場体験、実習、研修
① 博物館実習
　博物館学芸員資格取得を目指す大学生を対象に実習を実施しました。新型コロナウィルス感染症拡大防止対
策として、実習期間を10日間から５日間に変更し、２グループに分けて実施しました。
• 開講式・講義　　７月16日（金）　９時30分～16時30分
• 実　習　　　　　７月20日（火）～７月30日（金）　８時30分～17時
• 受入数　　　　　10人（９大学）
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カリキュラム 内　容

講
義

館長講話 地域の博物館としての位置付けや、館のねらい・目的・役割などを学ぶ
博物館の管理業務 学芸の業務だけではなく、公立館を運営するという側面を認識する
博物館の事業・
展示企画

事業を通して博物館の年間の流れを理解する
展示の準備から開催までの流れを学ぶ

博学連携 地域の公立博物館と小中学校の関わりや取組を紹介する

実
習

資料の取扱・梱包 資料の取扱や調査、梱包の仕方を学ぶ
撮影実習 資料調査、資料整理に必要となる撮影の技法やアングル等について学ぶ
解説実習 展示室内の資料について調査し、来館者に分かり易く解説する方法を学ぶ
展示実習 展示計画を作り、展示キャプション・チラシを作成し、作業の流れを理解する

② 小学校生活科「まちたんけん」受け入れ
小学校２年生活科の学習活動の一環である「まちたんけん」の受け入れを行いました。
　６月18日（金）・11月17日（水）　大宮北小学校２年生　延べ24人

③ さいたま市中学生職場体験
期　間 学校名 学　年 受入数

１ 7月13日（火） 西原中学校 ２年 ２人

④ 教職員研修
　ア　令和3年度学習利用説明会（地域学習講座）
　　博物館の利用や資料貸出しなどの方法等を生活科・社会科、総合的な学習の時間主任、学年担当を対象
　　　にした説明会
　　６月２日（水）　参加者22名

　イ　令和3年度中堅教諭等資質向上研修「企業等体験研修」（教育研究所主催）
　　７月28日（水）、29日（木）　２日間　参加者　２人

⑻　資料燻蒸及び館内消毒
　収蔵資料の燻蒸及び館内の消毒を行いました。また、作業に伴い、６月24日（木）から６月29日（火）まで臨時
休館としました。
• 作業期間　６月24日（木）～６月28日（月）

場　所 目　的 備　考
第１収蔵庫、第２収蔵庫、文献資料室 殺虫、殺卵、殺菌 ガス燻蒸・密閉処理（エキヒュームＳ）
常設展示室、特別展示室 殺虫、忌避 薬剤噴霧・密閉処理（ミラクンＧＸ）

事務室、工作室、機械室等 衛生害虫防除 空間噴霧（ペルメトリン５％乳液）
薬液散布（フェニトロチオン５％乳剤）
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⑼　利用状況・統計
① 令和３年度入館者利用統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

月 開館
日数

展　示
講　座

その他利用
計

常設展示 特別展示 講座室利用 体験学習 実習等 団体 ボランティア
4月 26日 653 1,143 15 12 ─ ─ ─ 23 1,846 

5月 26日 943 927 311 10 ─ ─ ─ 22 2,213

6月 21日 409 398 103 10 ─ ─ 44 17 981 

7月 27日 1,210 1,097 377 5 ─ 59 40 49 2,837 

8月 26日 1,110 1,302 265 ─ ─ ─ ─ 21 2,698 

9月 26日 610 500 ─ ─ 120 ─ ─ 32 1,262 

10月 27日 712 893 132 12 344 ─ 16 28 2,137 

11月 23日 854 1,005 213 10 940 ─ 116 27 3,165 

12月 23日 587 612 54 ─ 572 ─ 51 28 1,904 

1月 23日 1,127 1,355 486 ─ 471 ─ ─ 52 3,491 

2月 22日 814 841 311 ─ ─ ─ ─ 34 2,000 

3月 27日 820 1,248 75 4 488 ─ 19 51 2,705 

合計 297日 9,849 11,321 2,342 63 2,935 59 286 384 27,239 

② 入館者数の推移（過去５年間）１日平均入館者数は小数点以下切捨て
年度 開館日数 入館者数 １日平均入館者数

令和３年度 297日 27,239人 91人
令和２年度※ 246日 21,654人 88人
令和元年度※ 267日 45,958人 172人
平成30年度 291日 53,166人 182人
平成29年度 291日 50,241人 172人

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨時休館

③ 展示別入館者数一覧　  ※１・６については年度をまたいでの集計　１日平均入館者数は小数点以下切捨て

名　称 開催期間 開館日数
（日）

来館者数
（人）

1日平均
（人）

１ 第32回企画展「さいたま八景」 令和３年３月23日（火）～
５月５日（水・祝） 39 2,318 59

２ 第33回企画展「さいたまのJAPAN BLUE
～さいたまを染める！～」 ５月22日（土）～６月13日（日） 20 702 35

３ 夏休み子ども博物館 ７月21日（水）～８月25日（水） 31 2,399 77

４ 第45回特別展「悠久の年月を越えて
－新指定の文化財を中心に－」 10月９日（土）～11月21日（日） 37 1,898 51

５ さいたま市のうつり変わりと
人びとのくらし展 12月７日（火）～２月23日（水・祝） 60 2,808 46

６ 第34回企画展「自然塗料『赤山渋』
～かつての郷土特産物～」

令和４年３月５日（土）～
５月８日（日） 56 3,088 55
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④ 展示室・講座室貸出利用状況
件　数 利用人数 貸出日数 主な目的

講座室 11件 63人 11日 古典読書

⑽　刊行物
名　　称 発行部数

令和２年度さいたま市博物館年報 320部
※展示図録、ちらし等については、各事業の項目に記載

⑾　収蔵資料
① 資料寄贈（８件　132点）

資料名 点　数 資料名 点　数
１ 板碑（庚申待・二十一仏） １点 ５ 化学天秤ほか ６点
２ 旧太田橋標柱 １点 ６ 染物受取帳ほか 14点
３ 板碑 ３点 ７ 質地証文 １点
４ 絵馬 105点 ８ 鏡台 １点
※２・４は岩槻郷土資料館で収蔵

② 資料寄託（更新12件　3,117点）
資料名 点　数 備　考

１ 徳本上人書ほか 131点 更新
２ 絵図、絵画ほか 81点 更新
３ アコーディオンほか 24点 更新
４ 和本「校正庭訓往来」（教育史）ほか 65点 更新
５ 地蔵院円空作不動明王像 １点 更新
６ 石川家文書 1,427点 更新
７ 御検地水帳大宮之村　ほか ６点 更新
８ 遷喬館会約、児玉南柯書掛軸 ３点 更新
９ 陣羽織・鑑札、のぼり・札 23点 更新
10 北条家印判状 １点 更新
11 深井家文書 1,214点 更新
12 永田家資料 141点 更新

③ 資料の利用　※体験学習用の資料の貸し出しについては別途18頁に掲載

方　法 件　数 点　数 方　法 件　数 点　数
館外利用 41件 112点 館内利用 18件 191点
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さいたま市立浦和博物館

1. 運営方針
　さいたま市立浦和博物館は、浦和の地で育まれ、伝承されてきた歴史・文化を後世に伝えるとともに、学術・
文化の発展に寄与し、住民の学習向上に寄与するため、次のような方針で運営します。
⑴　浦和地域の自然・歴史・民俗・文化等を、資料の収集・保存・展示を通して調査研究を行います。
⑵　地域に根ざした博物館を目指し、郷土意識の高揚を図るとともに、住民の学習意欲、知的要求に応えられるような

博物館であることを心がけます。そのために、住民や関係団体との連携を図り、有効な事業を展開します。
⑶　見沼に近接して所在するという位置的観点から、見沼についての自然科学的、人文科学的な調査研究を進め、見

沼の歴史と文化の解明に資するよう努力します。

2. 沿　革
昭和34年（1959）4月 浦和市仲町（現・浦和区仲町）の玉蔵院二十三夜堂を借用して、浦和市立郷土博物館開館
昭和42年（1967）8月 県営別所沼公園（現在は市営）内の埼玉県立美術館の一室約100㎡を借用して移転
昭和46年（1971）3月 浦和市三室（現・緑区三室）の新館建設のための予算を計上
昭和46年（1971）7月 新館建設工事着手
昭和47年（1972）3月 新館建設工事竣工
昭和47年（1972）6月 浦和市立郷土博物館（現館）開館
昭和56年（1981）3月 博物館登録原簿に登録（埼玉第5号）
平成 7年（1995）7月 鴻沼資料館を分館とする
平成13年（2001）5月 3市合併（浦和・大宮・与野市） 、さいたま市誕生に伴い「さいたま市立浦和博物館」に

改称。併せて鴻沼資料館を浦和くらしの博物館民家園に移管
令和２年（2020）９月 中規模修繕工事着手
令和３年（2021）３月 中規模修繕工事完了

3. 施設の概要
⑴　建物と各室の配置、面積
　①　敷地面積　1,014.86㎡
　②　建築面積　   296.31㎡
　③　延床面積　   456.29㎡
　④　構 造　鉄筋コンクリート造、2階建、屋根鉄骨造、

桟瓦葺き
　⑤　建 物 高　12.8m（地上）
　⑥　総 工 費　48,320,000円
　⑦　室名と面積　展示室（289.27㎡）、事務室（14.40㎡）、

ポーチ（42.35㎡）、研究室（33.81㎡）、
トイレ（10.20㎡）、収蔵庫２（17.55㎡）、
収蔵庫１（10.20㎡）、エントランスホール
（14.55㎡）、階段（23.96㎡）

1 階平面図

2階平面図

各階の施設
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⑵　建物の由来と鳳翔閣
さいたま市立浦和博物館の建物は、明治11年（1878）に建
てられた埼玉県師範学校校舎の中央部外観を復元したもの
です。バルコニーの一部には古材の柱も使われています。
埼玉県師範学校の校舎は、現在の埼玉会館（浦和区高砂３
丁目）の地に建てられ、「鳳翔閣（ほうしょうかく）」と名づけ
られました。校舎として使用する直前の明治11年８月には、
北陸東海巡幸の第１日目の行在所として明治天皇が宿泊さ
れています。
明治33年（1900）に埼玉県師範学校は、現在のさいたま市
役所の地に移転します。鳳翔閣は新設された埼玉県高等女
学校（現・埼玉県立浦和第一女子高等学校）の校舎となり、
翌年には埼玉県女子師範学校が新設され、高等女学校を併
置しました。そして、鳳翔閣は女子師範学校が大正13年
（1924）に現在の埼玉大学教育学部附属中学校（南区別所４丁目）の地に移転するまで使用されました。
その後、旧埼玉会館建築に伴い、鳳翔閣は解体せず北側に曳いて動かし、大正14年（1925）より埼玉県立図書
館として再び使用されました。
このように長きにわたり使われてきた鳳翔閣も老朽化には勝てず、昭和34年（1959）に解体されました。それ
から13年後の昭和47年（1972）、浦和市立郷土博物館の開館にあたり、その建物に鳳翔閣の中央部外観を復元し
ました。その後、３市合併、さいたま市の誕生による名称変更を経て現在に至っています。
「鳳翔閣」や「鳳翔」という言葉は、埼玉県師範学校のシンボルとして、「ほまれは高し鳳翔閣」と校歌に歌われ
るなど、移転してからも受け継がれていきました。第二次世界大戦後、埼玉県師範学校は埼玉大学へと変わり
ましたが、学内に「鳳翔賞」を設けるなど、埼玉大学でも「鳳翔」という言葉が親しまれています。さらに、埼玉
県師範学校が埼玉のサッカー発祥の地であり、サッカー文化の基盤となったことから、Jリーグ浦和レッズのエ
ンブレム上部に「鳳翔閣」が描かれるなど、地域のシンボルの一つにもなっています。

4. 令和３年度事業報告
⑴　リニューアルオープン
　さいたま市立浦和博物館は、中規模修繕工事に伴う１年間の臨時休館を経て、令和３年７月１日にリニューアルオー
プンしました。この工事では、建物の内装・外装が美しい姿を取り戻すとともに、展示ケースを壁面側に寄せることで
展示室中央部に広い空間を生み出しました。
　この空間を活用し、リニューアルオープンにあたり、７月１日から４日まで記念イベントとしてコンサートや講演会を
開催しました。また、10月にはリニューアル記念講演会を開催しました。

① リニューアルオープンイベント
ア　コンサート「バイオリンとキーボードの二重奏」　　　　　　 時間：13時30分～15時　参加者31人

実施日 演奏者 参加者数
７月１日（木） 伊東佑樹氏、木村真理氏 31人

イ　記念講演「さいたまの宿場」　　　　　　　　　　　　 時間：各回13時30分～15時　参加者90人
実施日 講座名 講師 参加者数

７月２日（金） 「さいたまの宿場　浦和宿・大門宿」 青木義脩氏 30人
７月３日（土） 「さいたまの宿場　岩槻宿」 飯山　實氏 30人
７月４日（日） 「さいたまの宿場　大宮宿」 織本重道氏 30人

浦和博物館外観
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② リニューアル記念講演会「さいたまの宿場」　　　　  時間：各回13時30分～15時30分　参加者104人
実施日 講座名 進行・総括 講師 参加者数

10月26日（火）「さいたまの宿場　宿とその施設」 青木義脩氏 會田真言氏、
村田悠紀夫氏、松澤勝氏 37人

10月27日（水）「さいたまの宿場　宿の構造と景観」 織本重道氏 野中味恵子氏、
山田貴和氏、熊谷富雄氏 34人

10月28日（木）「さいたまの宿場　宿の人々」 青木義脩氏 中山厚子氏、
加藤隆榮氏、加藤三郎氏 33人

⑵　展示及び関連講座
① 企画展「ちょっと昔のくらし展」
• 会　　期	 令和３年12月22日（水） ～ 令和４年２月27日（日）68日間（開館日数50日）入館者984人
• 構　　成	 １　暖ぼうの道具
	 ２　体験コーナー（薬研、黒電話）
	 ３　1950年代の今の様子

実施日時 講座名 回数 参加者数
１ 12月22日（水）～１月10日（月・祝）９時～16時 昔のあそび 11日間 321人
２ ２月１日（火）～２月27日（日）９時～16時 昔の道具さがし 22日間 99人

⑶　講座・その他事業
① 親子探鳥会
• 実 施 日	 令和３年11月28日（日）９時～12時
• 参 加 者	 25人
• 講　  師	 野鳥の会さいたま　浅見徹氏、石塚敬二郎氏、市原あゆみ氏、石塚奏氏	

② 見沼通船堀しくみ実験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参加者108人
実施日 参加者（10時30分～11時30分） 参加者（14時～15時）

11月13日（土） 23人 28人
11月14日（日） 28人 29人

リニューアルオープンイベント（コンサート） リニューアル記念講演会
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③ うらはく工芸くらぶ　　　　　　　　　　　　  時間：各回10時〜11時30分　延べ20回　参加者238人
実施日 講座名 参加者数

７月27日（火）、７月28日（水） あんどんづくり 24人
８月３日（火）、８月４日（水） 和紙皿づくり 22人
９月４日（土）、９月５日（日）、９月20日（月・祝） うちわづくり 29人
10月９日（土）、10月10日（日）、10月24日（日） 和風コースターづくり 28人
11月20日（土）、11月21日（日） レジンづくり 31人
12月４日（土）、12月５日（日） レジンづくり 28人
１月15日（土）、１月16日（日） ランプシェードづくり 29人
２月19日（土）、２月20日（日） 和風コースターづくり 25人
３月５日（土）、３月６日（日） 和紙皿づくり 22人

④ まが玉づくり
• 実 施 日	 令和３年７月24日（土）、７月25日（日）、７月31日（土）、８月１日（日）
• 参 加 者	 100人

⑷　体験学習・学校団体見学受入れ
① 実施校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合計5校　延べ５回　参加者341人

実施日 学校名・内容 参加者数
１ 10月12日（火） 三室小学校２年生　（まちたんけん） 138人
２ 11月２日（火） 内谷中学校２年生 25人
３ 11月９日（火） 春日部市立桜川小学校４年生　体験学習（見沼通船堀） 126人
４ 11月19日（金） 川口市立東領家小学校４年生　体験学習（見沼通船堀） 33人
５ 12月17日（金） 日進中学校３年生 19人

② 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（体験学習）
予定日 学校名・内容

１ ２月４日（金） 芝原小学校３年生　体験学習
（昔の道具と人々のくらし）

⑸　出張講座
実施日 会場・内容 人数

１ ２月17日（木） 東浦和図書館 ７人
２ ３月29日（火） 浦和ふれあい館 ７人

⑹　職場体験、実習、研修
① 博物館実習
• 実施期間	 令和３年７月20日（火）、７月24日（土）、７月25日（日）、７月27日（火）、７月28日（水）
	 合計５日間
• 受 入 数	 ３名
• 実施内容	 講座補助、収蔵資料整理

体験学習



− 26 −

⑺　利用状況・統計
① 令和３年度入館者利用統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  （単位：人）

月 開館
日数

展　示
講　座

その他利用
計

個人 団体 体験学習 実習等
4月 ０日 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－
5月 ０日 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－
6月 ０日 　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－
7月 27日 749 ９ 205 　－ 15 978
8 月 26日 501 ０ 62 　－ 　－ 563
9 月 26日 420 15 29 　－ 　－ 464
10月 27日 433 14 132 138 　－ 717
11月 23日 423 32 164 184 　－ 803
12月 23日 406 44 28 19 　－ 497
1 月 23日 430 38 29 　－ 　－ 497
2 月 22日 320 33 25 　－ 　－ 378
3 月 27日 595 ０ 22 　－ 　－ 617
合計 224日 4,277 185 696 341 15 5,514

② 入館者数の推移（過去 5 年間）１日平均入館者数は小数点以下切捨て
年　度 開館日数 入館者数 1日平均入館者数

令和３年度※ 224日 5,514人 24人
令和２年度※  26日 197人 7人
令和元年度※ 273日 12,813人 46人
平成30年度 296日 13,623人 46人
平成29年度 291日 12,801人 43人

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨時休館
※中規模改修工事のため、令和２年７月１日から令和３年６月30日まで臨時休館

⑻　刊行物
① あかんさす
A 4 判4 頁、2,000部印刷　第119号　令和４年３月発行
　令和3年7月1日の浦和博物館リニューアルオープンについて取り上げ、さいたま市景観重要建造物に指定され
たことを紹介しました。また、幕末期まで三室村の名主役を務めた武笠家に関する資料から武笠祐左衛門・銀
助親子について、出自から幕末の動向までを取り上げました。

⑼　収蔵資料

① 資料の利用（26件・84点）
区　分 件　数 点　数
館内利用 ４件 11点　
館外利用 22件 73点　
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浦和くらしの博物館民家園

1. 運営方針
　さいたま市内に残る伝統的な古建築を移築復原し、あわせて民俗資料を収集、保存、展示する施設を持つ野外博物
館です。建物や資料を公開するとともに伝統行事等を催し、地域文化の保存伝承につとめ、市民文化の向上、発展、郷
土意識の高揚を図ることを目的としています。

2. 沿　革
昭和62年（1987）	３月　基本構想（設計）策定
	　　　　　　　４月　見沼開発許可
平成４年（1992）	３月　基本設計
平成５年（1993）	３月　実施設計、用地取得（再取得）
平成６年（1994）	３月　管理棟竣工、旧蓮見家住宅復原
平成７年（1995）	３月　旧浦和市農業協同組合三室支所倉庫復原、旧武笠家表門、旧中島家穀櫃復原
	　　　　　　　４月　開館
平成９年（1997）	３月　博物館登録原簿に登録（埼玉第17号）
平成11年（1999）	３月　旧野口家住宅復原
平成13年（2001）	５月　３市合併（浦和・大宮・与野市） 、さいたま市誕生に伴い、鴻沼資料館を浦和博物館
　　　　　　　　　　から移管
平成15年（2003）	３月　旧綿貫家住宅復原
平成17年（2005）	３月　旧高野家住宅復原
平成23年（2011）	４月　組織改編により、博物館に再編されるのに併せ、見沼くらしっく館を移管
平成31年（2019）	４月　隣接民有地建物火災の類焼により旧高野家住宅の茅葺屋根が損傷
令和元年（2019）	10月　台風19号により隣接する1級河川芝川が溢水し、園内全体が浸水。管理棟及び園内の
　　　　　　　　　　移築復原建物すべてが床上または床下浸水。被害復旧を中心に修繕を実施
令和３年（2021）12月　突風により、旧蓮見家住宅の茅葺屋根の一部（グシ）が損傷

3. 施設の概要
⑴　敷地面積
　16,833.27㎡

園内配置図
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⑵　建　物

①旧浦和市農業協同組合三室支所倉庫（展示室、収蔵庫）（国登録文化財・平成 9 年 7月15日登録）
大谷石土蔵造りおよび木造、寄棟土居葺屋根、平屋建て/ 建築面積　197.31㎡
②旧高野家住宅（さいたま市指定有形文化財・平成13年 2月27日指定）
出桁造り、木造、寄棟茅葺屋根、平屋建て/ 建築面積　78.64㎡
③旧綿

わたぬき

貫家住宅（さいたま市指定有形文化財・平成12年 3月28日指定）
塗屋造り、木造、漆喰壁、切妻桟瓦葺屋根、二階建て/ 面積　46.17㎡ / 延床面積　84.12㎡
④旧野口家住宅（さいたま市指定有形文化財・平成10年 3月10日指定）
木造、寄棟茅葺屋根、土壁、平屋建て/ 建築面積　127.53㎡
⑤旧武

 む  かさ

笠家表門（さいたま市指定有形文化財・平成 6 年 4月28日指定）
木造、寄棟茅葺屋根、土壁、平屋建て/ 建築面積　62.61㎡
⑥旧中島家穀

こく

櫃
びつ

木造、寄棟茅葺屋根、平屋建て/ 建築面積　3.32㎡
⑦旧蓮

はす  み  

見家住宅（さいたま市指定有形文化財・昭和49年 5月31日指定）
木造、寄棟茅葺屋根、土壁、平屋建て/ 建築面積　103.43㎡
⑧管理棟（事務室、研究室、会議室、エントランスホール）
鉄筋コンクリート二階建て/ 建築面積　146.4㎡ / 延床面積　250.34㎡

旧蓮見家住宅外観 旧綿貫家住宅外観

管理棟平面図

1　階

2　階
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4. 令和３年度事業報告
⑴　展　示
① 常設展示「うつりかわるくらし～小学３年生集まれ！」

• 会　　場	 展示室　　通年　入館者4,252人
• 内　　容	 小学３年生の社会科で学習する「うつりかわるくらし」に	
	 	 合わせ、収蔵資料や解説パネルで展示を行い、民家園体	
	 	 験学習についても紹介をしました。
• 構　　成	 Ⅰ　暖をとる道具　　Ⅱ　あかりの道具　　
	 	 Ⅲ　粉にする道具　　Ⅳ　昔のお店の道具
	 	 Ⅴ　米作りの道具　　Ⅵ　物を運ぶ道具　　
	 	 Ⅶ　ちょっと昔の昭和の道具
• 展示点数	 70点

② 学びのネットワーク「オリンピックの記憶」

• 会　　期	 ７月10日（土）～８月22日（日）
	 	 44日間（開館日数38日）入館者730人
• 会　　場	 展示室
• 内　　容	 さいたま市立博物館所蔵の1964年の東京オリンピック関連	
	 	 資料等を紹介しました。
• 展示点数	 資料12点

③ 写真で見る古民家の復原～旧綿貫家住宅～

• 会　　期	 ７月21日（水）～12月19日（日）
	 	 152日間（開館日数128日）入館者1,607人
• 会　　場	 展示室
• 内　　容	 旧綿貫家住宅の移築・復原した様子を写真で紹介しました。
• 展示点数	 写真20点

④ 季節展示「七夕飾り」

• 会　　期	 ８月７日（土）～８月18日（水）
	 	 12日間（開館日数10日）
• 会　　場	 旧蓮見家住宅・ロビー
• 内　　容	 旧暦の七夕に合わせ、七夕馬と七夕飾りを展示し紹介しま	
	 	 した。

常設展示風景

展示資料
オリンピック東京大会募金運動
寄付金付き郵便切手（第３次）

季節展示「七夕飾り」展示風景
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⑤ ミニ企画展「虎の郷土玩具」

• 会　　期	 12月21日（火）～２月６日（日）
	 	 48日間（開館日数35日）入館者493人
• 会　　場	 展示室
• 内　　容	 令和４年の干支の寅にちなみ、虎の収蔵資料（郷土玩具）を	
	 	 展示し紹介しました。
• 展示点数	 資料41点

⑥ 季節展示「小正月のまゆ玉飾り」

• 会　　期	 １月10日（月・祝）～23日（日）
	 	 14日間（開館日数12日）
• 会　　場	 旧野口家住宅・旧蓮見家住宅・ロビー
• 内　　容	 小正月（１月15日）前日に豊作を祈るために飾ったまゆ玉飾	
	 	 りを展示し紹介しました。

⑦ ミニ企画展「小さな雛人形」

• 会　　期	 ２月８日（火）～３月６日（日）
	 	 27日間（開館日数22日）入館者412人
• 会　　場	 展示室
• 内　　容	 ３月３日の節句に合わせ、雛人形の収蔵資料（郷土玩具）を	
	 	 展示し紹介しました。
• 展示点数	 七段飾り１台

⑧ 季節展示「雛飾り」

• 会　　期	 ２月８日（火）～３月６日（日）
	 	 27日間（開館日数22日）
• 会　　場	 旧蓮見家住宅
• 内　　容	 ３月３日の節句に合わせ、雛段飾りを展示し紹介しました。

展示資料　下総柏張り子　首ふり虎

季節展示「小正月のまゆ玉飾り」
展示風景

展示資料　名古屋土人形　雛人形

季節展示「雛飾り」展示風景
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⑵　講　座
① 季節・体験行事（講師：職員、ボランティア）　　　　  参加者58人

実施日時 講座名 参加者数

１ ５月１日（土）
13時～15時

市民の日講座
「缶ぽっくりで遊んでみよう」 10人

２ ８月７日（土）
９時30分～11時30分

七夕馬づくりの公開と
七夕飾りづくり 17人

３ 11月14日（日）
10時～11時30分

県民の日講座
「昔の遊びを体験しよう！」 13人

４ １月10日（月・祝）
９時30分～11時30分 小正月のまゆ玉づくり ８人

５ １月16日（日）
９時30分～11時30分

昔のくらし体験講座
「昔のくらしを体験しよう」 ４人

６ ２月12日（土）
９時30分～11時30分

昔のくらし体験講座
「昔のくらしを体験しよう」 ６人

② 子ども農作業体験講座（講師：職員、ボランティア）　　　　　　時間：９時30分～11時30分　参加者147人
実施日 内　容 参加者数

１ ４月10日（土） 概要説明、じゃがいも種芋植付、枝豆蒔種、畝作り 20人
２ ４月24日（土） 里芋（見沼１号、大宮１号）・八ツ頭種芋植付、除草 23人
３ ５月22日（土） さつまいも（紅赤）、きゅうり（落合節成）植付、除草 21人
４ ７月10日（土）※１ きゅうり、じゃがいも、枝豆収穫　ねぎ（岩槻ねぎ）植付、除草 24人
５ ９月11日（土）※２ 大根蒔種、畝作り、除草 20人
６ 10月23日（土） さつまいも収穫 19人
７ 11月27日（土） 里芋・八ツ頭・大根収穫 20人
※１荒天のため７月３日から延期して実施　※２荒天のため９月４日から延期して実施

③ 昔のあそび塾（講師：職員、ボランティア）　　　　  参加者296人
実施日

（各回13時～15時） 内　容 参加者数

１ ４月４日（日） ビー玉・おはじきとケンパ ８人
２ ５月２日（日） 輪ころがしとすごろく 荒天のため中止
３ ６月６日（日） 石蹴りとあやとり 11人
４ ７月４日（日） ゴム跳びと輪投げ 16人
５ ８月１日（日） 水鉄砲とめんこ 28人
６ ９月５日（日） 水鉄砲とお手玉 30人
７ 10月３日（日） まりつきと紙飛行機 33人

市民の日講座

７月　ゴム跳びと輪投げ
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実施日
（各回13時～15時） 内　容 参加者数

８ 11月７日（日） 長なわとびと将棋くずし 33人
９ 12月５日（日） 羽根つきとコマ回し 42人
10 １月９日（日） 凧揚げと福笑い 19人
11 ２月６日（日） 缶ぽっくりとかるた 22人
12 ３月６日（日） 竹馬とけん玉 54人

④ 民家園しぜん塾（講師：ボランティア）　　　　　　　　　　　　　時間：13時30分～15時30分　参加者79人

実施日 内　容 参加者数
１ ４月３日（土） 草花遊び～生活に役立つ植物を見つけよう～ ５人
２ ６月５日（土） 民家園で生きもの探し 19人
３ ８月７日（土） バッタ選手権 17人
４ 10月２日（土） 木を切ってネームストラップを作ろう 19人
５ 12月４日（土） リースで正月飾りを作ろう 10人
６ ２月５日（土） 竹で鉛筆立てを作ろう ９人

⑤ もの作り講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者103人
実施日時 講座名 講　師 参加者数

１ ５月５日（水・祝）
９時30分～11時30分

子どもの日講座
「竹ぽっくりを作って遊ぼう！」 職員、ボランティア ５人

２ ５月８日（土）
９時30分～11時30分

母の日講座「コースターとお菓子入れ」を
作ってプレゼントしよう 職員、ボランティア 11人

３ ６月19日（土）
９時30分～11時30分 父の日の贈り物「竹のくつべら作り」 職員、ボランティア 11人

４ ８月25日（水）
９時30分～11時30分 竹工芸講座「花籠を編む」 職員、ボランティア ５人

５ ９月18日（土）
９時30分～11時30分 敬老の日講座「孫の手を作ろう」 職員、ボランティア 15人

６ 11月21日（日）・28日（日）
９時30分～12時

手漉き和紙講座
「和紙で作るマスク・マスクケース」（全２回） 谷野裕子氏 延べ19人

７ 12月15日（水）
９時30分～11時30分 竹工芸講座「竹の正月飾り」 職員、ボランティア ４人

８ 12月18日（土）
９時30分～11時30分 凧作り講座「和凧を作って揚げよう」 職員、ボランティア 13人

９ ３月５日（土）
９時30分～12時 竹馬づくり講座 職員、ボランティア 20人

３月　竹馬とけん玉

竹工芸講座「花籠を編む」 手漉き和紙講座
「和紙で作るマスク・マスクケース」
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⑥ 自然観察会（講師：齋藤良夫氏）　　　　　　 　　  参加者14人
実施日時 講座名 参加者数

１ 11月３日（水・祝）
９時～12時 秋の見沼を歩こう！ 14人

⑦ 夏休み子ども講座（講師：職員、ボランティア、博物館実習生）
　　　　　　　　 　　　    時間：9時30分～11時30分　参加者164人

実施日 講座名 参加者数
１ ７月22日（木・祝） 竹の水でっぽう作り① 10人
２ ７月23日（金・祝） 竹の水でっぽう作り② 11人

３ ７月24日（土） 藍の生葉染め
～絹のハンカチ作り～ 14人

４ ７月25日（日） 藍の生葉染め
～絹のハンカチ作り～ 13人

５ ７月28日（水） 竹で作るクワガタ虫 13人
６ ７月29日（木） 竹の貯金箱作り① 13人
７ ７月30日（金） 竹の貯金箱作り② 12人
８ ７月31日（土） 竹で作る箸と食器 12人

９ ８月１日（日） ガリガリふしぎ
プロペラを作ろう 13人

10 ８月３日（火） 布ぞうりを作って歩こう 12人
11 ８月５日（木） 竹で作るゴムてっぽう① 13人
12 ８月６日（金） 竹で作るゴムてっぽう② 10人
13 ８月８日（日・祝） 竹ぽっくりと鉛筆立て作り① 12人
14 ８月９日（月・休） 竹ぽっくりと鉛筆立て作り② ６人

⑧ 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（講座）

ア　自然観察会（講師：齋藤良夫氏）

予定日時 講座名 予定定員
１ ４月18日（日）９時～12時 春の見沼を歩こう！ 30人

秋の見沼を歩こう！

竹の貯金箱作り

布ぞうりを作って歩こう
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⑶　体験学習、団体見学・利用受入れ
① 体験学習
　学校教育支援のため、小学生の博物館活用に積極的に取り組みました。
ア　体験学習プログラム　　　　　  （１プログラム　約15分／１クラス）

プログラム 内　容 会　場

１ 石臼・薬研の話
昔の家と今の家のつくりとく
らしの違いを学習し、石臼・薬
研など昔の生活道具を学ぶ。

旧蓮見家住宅

２ 箕・唐箕の話
箕や唐箕の仕組みを学び、昔
の道具の工夫やお米について
学習する。

旧武笠家表門

３ 天秤棒・大籠・
しょいこの話

昔の「ものを運ぶ道具」を学習
し、昔の道具の工夫や知恵を
学ぶ。

園内畑周辺

４ 昔の店と今の店
の話、秤の話

昔のお店と今のお店の違いを
学習し、実際に商家で使われ
ていた台秤や棹秤で重さを量
る様子を学ぶ。

旧綿貫家住宅

イ　体験学習実施学校等一覧　　　　　　　　　　　　　　  合計41校　延べ42回　参加者4,755人
実施日 学校名 学年・学級数 参加者数

１ ５月18日（火） 与野南小学校 ３年・２学級 58人
２ ６月３日（木） 与野南小学校 ４年・２学級 54人
３ ６月17日（木） 田島小学校 ３年・２学級 85人
４ ６月29日（火） 宮原小学校 ３年・４学級 163人
５ ９月24日（金） 美園小学校 ３年・５学級 177人
６ ９月30日（木） 土合小学校 ３年・３学級 115人
７ 10月５日（火） 泰平小学校 ３年・３学級 117人
８ 10月７日（木） 岸町小学校 ３年・３学級 118人
９ 10月８日（金） 常盤北小学校 ３年・２学級 47人
10 10月13日（水） 浦和大里小学校 ３年・４学級 162人
11 10月15日（金）※９月29日から延期 和土小学校 ３年・１学級 26人
12 10月19日（火） 上里小学校 ３年・２学級 70人
13 10月21日（木） 城北小学校 ３年・３学級 127人
14 10月22日（金） 上小小学校 ３年・３学級 91人
15 10月22日（金） 大久保小学校 ３年・１学級 28人
16 10月26日（火） 与野西北小学校 ３年・４学級 144人
17 10月27日（水） 日進小学校 ３年・４学級 146人
18 10月27日（水） 文蔵小学校 ３年・３学級 109人
19 11月２日（火） 蓮沼小学校 ３年・３学級 131人
20 11月５日（金） 栄小学校 ３年・３学級 103人
21 11月９日（火） 河合小学校 ３年・１学級 38人
22 11月10日（水） 辻小学校 ３年・３学級 107人
23 11月10日（水） 馬宮東小学校 ３年・２学級 79人
24 11月11日（木） 辻南小学校 ３年・２学級 69人

体験学習
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実施日 学校名 学年・学級数 参加者数
25 11月16日（火）※10月５日から延期 大谷場小学校 ３年・２学級 85人
26 11月19日（金） 大東小学校 ３年・３学級 112人
27 11月25日（木）※９月７日から延期 南浦和小学校 ３年・３学級 118人
28 11月26日（金） 西浦和小学校 ３年・４学級 147人
29 11月30日（火）※10月21日から延期 仲町小学校 ３年・６学級 220人
30 12月２日（木） 草加市立川柳小学校 ３年・３学級 89人
31 12月２日（木） 鈴谷小学校 ３年・３学級 98人
32 12月３日（金）※10月１日から延期 本太小学校 ３年・４学級 166人
33 12月３日（金）※９月22日から延期 上木崎小学校 ３年・４学級 137人
34 12月７日（火） 新座市立片山小学校 ３年・２学級 68人
35 12月８日（水）※９月10日から延期 北浦和小学校 ３年・４学級 152人
36 12月９日（木）※９月16日から延期 浦和別所小学校 ３年・５学級 176人
37 12月10日（金） 大谷場東小学校 ３年・３学級 103人
38 12月14日（火）※９月17日から延期 美園北小学校 ３年・４学級 150人
39 １月12日（水）※10月12日から延期 針ヶ谷小学校 ３年・３学級 116人
40 １月13日（木）※９月14日から延期 大砂土東小学校 ３年・５学級 194人
41 ２月22日（火） 尾間木小学校 ３年・５学級 167人
42 ３月３日（木）※２月１日から延期 大門小学校 ３年・３学級 93人

② 団体見学・利用受入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　86件　1,898人
月 主な内容 件数 受入者数
４月 ウォーキンググループ、尾間木中学校（写生会）　ほか ４件 302人
５月 ウォーキンググループ、東京藝術大学大学院文化財保存専攻　ほか ８件 123人
６月 アズハイム中浦和、ボーイスカウト、デイサービスほっとみるく　ほか ８件 101人
７月 デイサービスほっとみるく　ほか ８件 126人
８月 ボーイスカウト、埼玉県ウォーキング協会　ほか ８件 164人
９月 絵画グループ　ほか ３件 17人
10月 ノルディックウォーキング、絵画グループ、大牧小学校　ほか 12件 207人
11月 指扇北小学校、春日部市立桜川小学校、大谷場中学校、南浦和中学校　ほか ９件 377人
12月 春日部市立牛島小学校、大古里育ちの森幼稚園　ほか ６件 190人
１月 産業技術総合研究所　ほか ３件 10人
２月 大古里育ちの森幼稚園、アズハイム中浦和　ほか ３件 36人
３月 川口市立柳崎小学校、川口市立芝富士小学校、ウォーキンググループ　ほか 14件 245人

③　新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（体験学習）
　以下の学校については体験学習の実施を取りやめました。

予定日 学校名 予定日 学校名
1 10月15日（金） 高砂小学校 ５ 11月19日（金） 大宮西小学校
2 10月28日（木） 沼影小学校 ６ １月18日（火） 大宮別所小学校
3 10月８日（金） 栄和小学校 ７ ２月３日（木） 三室小学校
4 11月16日（火） 越谷市立鷺後小学校 ８ ２月４日（金） 大牧小学校
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⑷　職場体験、実習、研修
① 博物館実習
　博物館学芸員資格取得を目指す大学生を対象に実習を実施しました。新型コロナウィルス感染症拡大防止対
策として、実習期間を10日間から５日間に変更し実施しました。

• 開講式・講義　　７月16日（金）９時～17時（市立博物館にて合同で実施）
• 実　　習	 　　７月20日（火）～23日（金）　８時30分～17時
• 受 入 数	 　　３人（３大学）

カリキュラム 内　容

講
義

館長講話 地域の博物館としての位置付けや、館のねらい・役割などを学ぶ
博物館の管理業務 学芸業務だけではなく、公立館を運営するという側面を認識する
博物館の事業・
展示企画

事業を通して博物館の年間の流れを理解する
展示の準備から開催までの流れを知る

博学連携 地域の公立博物館と小中学校の関わりや取り組みを紹介する

実
習

資料の取扱・梱包 資料の取扱や調査、梱包の仕方を学ぶ
講座補助 講座の準備や補助を行い、来館者への接し方を理解する
解説実習 古民家について調査し、来館者に分かり易く解説する方法を学ぶ
展示実習 展示計画からキャプション作成・資料展示を行い作業の流れを理解する

② その他
実施日 内　容 所　属 受入者数

１ 12月23日（木）古民家の活用についてのインタビュー 早稲田大学 １人
２ ３月18日（金）野外博物館の運営体制や、教育普及活動についてのインタビュー 明治大学大学院 １人

③ 新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業（職場体験、実習、研修）

ア　令和３年度中堅教諭等資質向上研修「企業等体験研修」
　学校教諭を対象とした企業等体験研修を８月５日（木）・６日（金）の２日間で４人を受け入れる予定でした。

イ　さいたま市中学生職場体験事業「未来（みら）くるワーク体験」
　市内の中学校が実施する「未来くるワーク」事業に対し、中学生の職場体験を受け入れる予定でした。
（連続した３日間）
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⑸　ボランティア活動
　平成17年６月から市民参加型の博物館経営の一つとしてボランティアを導入し、事業実施の補助活動を行っています。

• 令和３年度登録人数　22人
• 主な活動内容	
　　 １　園内整備　　･･･畑作業、池の整備、落葉かき、移築民家の清掃、季節行事の再現等
　　 ２　講座、展示　 ･･･材料の準備、試作、指導、展示準備等
　　 ３　体験学習　　･･･道具の補修・製作、研修会、指導、団体対応等

① 月別ボランティア活動数
　　　　　　　　　　　〔単位：回、（　）は参加者数〕
月 園内整備 講座・展示 体験学習 計
４月  ４（27）  ６（ 27） ―  10（ 54）
５月 ―  4（ 16）  ２（ 21）    ６（ 37）
６月  2（ 9）  4（ 14）  ４（ 43）  10（ 66）
７月 ―   11（ 47） ―  11（ 47）
８月 ―   12（ 49） ―  12（ 49）
９月  1（ 7）  5（ 16）  ４（ 27）  10（ 50）
10月 ―  5（ 15）   14（ 80）  19（ 95）
11月  3（14）  9（ 22）   14（ 93）  26（129）
12月  1（ 8）  6（ 20）   10（ 65）  17（ 93）
１月  2（10）  4（ 14）  3（ 19）    9（ 43）
２月  2（ 8）  4（ 11）  2（ 14）    8（ 33）
３月  2（12）  4（ 13）  2（ 15）    8（ 40）
計 17（95） 74（264） 55（377） 146（736）

ボランティアの体験学習研修会



− 38 −

⑹　民家保存及び園内整備
① 樹木及び緑地の維持管理

　園内の美観、来館者の安全を目的として樹木及び緑地の維持管理を通年で実施しています。

【民家園】　	 	 	 	 	 　　　    【旧高野家離座敷】
内　容 回数 時　期 内　容 回数 時　期

1 除草（機械及び手刈り） ５回 ５～９月 1 低木剪定及び手刈り除草 ５回 ５～９月

2 樹木剪定（低木･中木･高木･生垣） ４回 ６、９、11、12月 2 生垣剪定 １回 ９月

3 生垣及び低中木病害虫駆除 ２回 ５、８月 3 生垣病害虫駆除 ２回 ５、８月

② 民家園及び園内の修繕
期　間 件名・内容

１ 10月12日～１月28日 民家園北側池木柵修繕
２ 11月22日～12月24日 民家園トイレ鋼製引戸修繕（多目的トイレ）
３ 12月８日～１月11日 民家園受水槽修繕（ボールタップ交換）
４ 12月27日・28日 民家園旧蓮見家住宅グシ応急対応
５ ２月15日～３月22日 民家園スピーカー交換修繕
６ ３月20日～３月28日 民家園園内ベンチ修繕

旧蓮見家住宅グシ応急対応

　　　破損状況

　　　応急対応
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⑺　利用状況・統計
① 令和３年度入館者利用統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

月 開館
日数 展　示 講　座

その他利用 一般
入館者数 計

体験学習 職場体験
実習等 団体対応 ボラン

ティア
園内利用
団体

４月 26日 394 56 − − − 54 302 3,403 4,209
５月 26日 471 47 58 − − 37 123 4,596 5,332
６月 26日 340 41 302 − − 66 101 3,313 4,163
７月 27日 497 138 − 12 − 47 126 3,948 4,768
８月 26日 392 133 − − − 49 164 3,442 4,180
９月 26日 301 65 292 − − 50 17 2,981 3,706
10月 26日 256 71 1,185 − − 95 207 3,773 5,587
11月 23日 328 99 1,209 − − 129 377 4,066 6,208
12月 23日 201 69 1,139 1 4 93 190 2,675 4,372
１月 23日 353 31 310 − − 43 10 3,801 4,548
２月 22日 362 37 167 − − 33 36 2,986 3,621
３月 27日 357 74 93 1 15 40 245 4,297 5,122
計 301日 4,252 861 4,755 14 19 736 1,898 43,281 55,816

② 入館者数の推移（過去 5 年間）１日平均入館者数は小数点以下切捨て
年　度 開館日数 入館者数 １日平均入館者数

令和３年度 301日 55,816人 185人
令和２年度※ 251日 41,181人 164人
令和元年度※ 262日 54,974人 209人
平成30年度 296日 56,184人 189人
平成29年度 295日 58,494人 198人

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨時休館

⑻　刊行物
名称 発行部数 寸法等

浦和くらしの博物館民家園リーフレット 8,000部 22㎝×41㎝　１色刷　観音折

⑼　収蔵資料
① 寄贈資料（２件・13点）　　　　　　　　　  ② 資料の利用（４件・15点）

資料名 点数 区　分 件　数 点　数
１ 馬頭観世音塔 ３点 館外利用 ４件 15点

２

鑢 １点
鉋 １点
銑 ４点
鉈 １点
鋸 ２点
木桶 １点

馬頭観世音塔
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管理棟平面図

納屋平面図

配置図

市指定文化財「旧坂東家住宅」平面図

旧坂東家住宅見沼くらしっく館

1. 運営方針
さいたま市指定文化財「旧坂東家住宅」は、伝統的な農家の暮らしを再現公開するために復原した古民家で、主屋

内の見学ができます。また、展示以外にも講座・体験学習・年中行事を実施することで地域文化の継承を推進するとと
もに、地域への理解と愛着育成も同時に推進しています。

2. 沿　革
平成３年（1991）10月	 大宮市指定有形文化財（建造物）「旧坂東家住宅」として指定
平成４年（1992）９月	 「旧坂東家住宅」寄付採納
平成４年（1992）11月～５年（1993）３月	 解体工事
平成５年（1993）３月～４月	 発掘調査
平成７年（1995）２月～８年（1996）３月	 復原工事
平成８年（1996）４月	 『旧坂東家住宅見沼くらしっく館』開館
平成16年（2004）９月～17年（2005）１月	 茅葺屋根差茅（北側及び東側）等修繕
平成22年（2010）２月	 公衆用道路に一部移管
平成23年（2011）２月	 茅葺屋根差茅（北側）修繕
平成30年（2018）５月	 茅葺屋根差茅（南側）修繕
平成31年（2019）２月	 茅葺屋根差茅（北側谷部）修繕

3. 施設の概要
⑴　敷地面積、建物と各室の配置
敷地面積　2,661.07㎡
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⑵　各棟の面積、構造
区　分 延床面積 構　造

主　屋 市指定文化財「旧坂東家住宅」 285.77㎡ 木造茅葺土壁平屋建（一部 2階）

管理棟
事　務　室

150.71㎡
木造平屋建日本瓦葺

学　習　室
シャワール ーム

納　屋 炊　事　場 34.78㎡収　蔵　庫
計 471.26㎡

4. 令和３年度事業報告
⑴　季節展示

開催期間 内　容
１ ４月24日（土）～５月５日（水・祝） 端午の節句／兜飾り・鯉のぼり・軒菖蒲
２ ７月１日（木）～７日（水） 七夕飾り
３ ７月22日（木）～８月22日（日） 盆棚飾り
４ ９月15日（水）～20日（月・祝） 十五夜のお供え／芋名月
５ 10月13日（水）～17日（日） 十三夜のお供え／豆名月
６ 11月18日（木）～23日（火・祝） 恵比寿講のお供え
７ 12月16日（木）～22日（水） 冬至のお供え
８ 12月18日（土）～１月７日（金） ゆずり葉で作る坂東家の正月飾り
９ １月13日（木）～23日（日） 小正月の繭玉／粟穂稗穂
10 １月19日（水）～23日（日） 恵比寿講のお供え
11 ２月３日（木） 節分のヤッカガシ
12 ２月８日（火）～３月６日（日） 雛人形飾り

⑵　常設展示
期　間 内　容

１ ４月１日（木）～３月31日（木）　 囲炉裏の火入れ 、埋蔵されていた一分銀等

季節展示「十五夜のお供え（芋名月）」 常設展示「埋蔵されていた一分銀」
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⑶　講座・その他事業
① 加田屋の年中行事
（講師　１：河田捷一氏　５：齋藤良夫氏　その他：職員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者53人

実施日 内　容 参加者数
１ ７月４日（日） イネ科の水草（マコモ）で作る七夕馬作り ２人
２ 11月14日（日） 十日夜の藁鉄砲作り 15人
３ 12月９日（木） 手作りの正月飾り（牛蒡締め作り） ９人
４ 12月17日（金） 煤払い（公開） ０人
５ １月７日（金） 春の七草（公開） ４人
６ １月13日（木） 小正月の繭玉作り ４人
７ ２月３日（木） 節分のヤッカガシと豆まき ８人
８ ２月６日（日） 初午のしみづかり作り ７人
９ ３月６日（日） 投扇興体験 ４人

② くらしっく講座
（講師：１と５　倉成英昭氏、２と４　大用和宏氏、３　齋藤良夫氏、６　河田捷一氏）　　　　　参加者113人

実施日 内　容 参加者数
１ ６月６日（日） 見沼の鳥談義と野鳥観察 19人
２ ７月10日（土） 慶應大学薬草園で学ぶ草木 14人
３ 10月10日（日） 見沼の自然散策 23人
４ 11月６日（土） 慶應大学薬草園で学ぶ草木 24人
５ 12月５日（日） 見沼の鳥談義と野鳥観察 22人
６ ３月13日（日） 身近にみられる文化財散歩 11人

節分のヤッカガシ 春の七草（公開）

くらしっく講座「慶應大学薬草園で学ぶ草木」 くらしっく講座「身近にみられる文化財散歩」
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③ 囲炉裏端で聞くわらしべの民話語り（出演：民話語りわらしべ）　　　　　　　　　　　　　 参加者45人
実施日 内　容 参加者数

１ ５月30日（日） 春のおはなし 11人
２ ９月26日（日） 夏のおはなし 10人
３ 11月28日（日） 秋のおはなし ９人
４ ３月20日（日） 冬のおはなし 15人

④ 加田屋工房（講師：職員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　参加者３人
実施日 内　容 参加者数

１ ９月17日（金） ペーパーナイフ ３人

⑤ 小学生工房（講師：職員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者91人
実施日 内　容 参加者数

１ ５月９日（日） 竹馬 13人
２ ５月23日（日） バードコール 13人
３ ６月13日（日） 竹とんぼ ９人
４ ９月12日（日） ブンブンごま ６人
５ 10月17日（日） ガリガリトンボ 11人
６ 11月21日（日） 竹馬 11人
７ 12月19日（日） 竹ひごと和紙の凧 ７人
８ ２月27日（日） かざぐるま ９人
９ ３月20日（日） 竹とんぼ 12人

⑥ 夏休み小学生講座（講師：職員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  参加者52人
実施日 内　容 参加者数

１ ７月31日（土） 竹の貯金箱作り 13人
２ ８月３日（火） 竹の小物置き作り 12人
３ ８月７日（土） 竹の水鉄砲作り 12人
４ ８月９日（月） 竹の体操人形作り 15人

小学生講座「竹の体操人形作り」 小学生講座「竹の貯金箱作り」
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⑷　体験学習、学校団体見学受入れ

① 体験学習実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計13校　　参加者1,068人
実施日 学校名 学年 参加者数

１ ６月25日（金） 慈恩寺小学校 ３年 57人
２ ９月24日（金） 向小学校 ３年 95人
３ 10月29日（金） 開智小学校（総合部） １～４年 42人
４ 11月10日（水） 大宮北小学校 ３年 68人
５ 11月17日（水） 東岩槻小学校 ３年 28人
６ 11月19日（金） 越谷市立花田小学校 ３年 119人
７ 11月26日（金） 海老沼小学校 ２年 104人
８ 12月10日（金） 馬宮西小学校 ３年 12人
９ 12月15日（水） 与野八幡小学校 ３年 100人
10 １月12日（水） 越谷市立大相模小学校 ３年 180人
11 ３月10日（木） 三室小学校 ３年 153人
12 ３月11日（金） 野田小学校 ３年 26人
13 ３月15日（火） 片柳小学校 ３年 84人

② 博物館実習
実施期間 内　容 所　属 人数

１ ７月27日（火）～30日（金） 学芸員実習 大正大学、国士館大学 ２人

⑸　館の保存及び館内整備

① 維持管理
実施期間 内　容

１ １月21日（金）～２月28日（月） 樹木剪定（シラカシ他４本の剪定）

② 修繕
期　間 内　容

１ ４月30日（金） 見沼くらしっく館主屋背戸錠前交換修繕
２ 11月17日（水）～12月27日（月） 見沼くらしっく館旧坂東家住宅雨戸敷居修繕
３ 12月24日（金）～１月31日（月） 見沼くらしっく館LED器具設置修繕
４ ３月１日（火）～３月14日（月） 見沼くらしっく館LED器具設置修繕
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⑹　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

月 開館日数
見　学

事業・講座
その他利用

計
個人 団体 体験学習 実習等

４ 月 26日 391 48 25 － － 464
５ 月 26日 511 － 80 － － 591
６ 月 26日 451 56 28 57 － 592
７ 月 27日 344 48 29 － 8 429
８ 月 26日 349 41 39 － － 429
９ 月 26日 521 81 19 95 － 716
10月 27日 366 37 34 42 － 479
11月 23日 368 126 59 319 － 872
12月 23日 243 39 38 112 － 432
１ 月 23日 313 17 4 180 － 514
２ 月 22日 352 59 24 － － 435

３ 月 27日 486 33 42 263 － 824

合計 302日 4,695 585 421 1,068 8 6,777

② 入館者数の推移（過去５年間）　１日平均入館者数は小数点以下切捨て
年　度 開館日数 入館者数 １日平均入館者数

令和３年度 302日 6,777人 22人
令和２年度※ 251日 4,953人 19人
令和元年度※ 273日 8,333人 30人
平成30年度 296日 9,373人 31人
平成29年度 295日 9,212人 31人

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨時休館

⑺　新型コロナウィルス感染症拡大による中止事業

① 体験学習
月　日 学校名 学年 学級数

１ ３月９日（水） 越谷市立大沢北小学校 ３年 ２クラス
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分　館

１．岩槻郷土資料館（国登録有形文化財・平成28年 8月1日登録）

　岩槻郷土資料館は、昭和５年（1930）に建てられた岩槻警察署の旧庁舎を利用して、岩槻区を中心とした歴史・
民俗資料などを展示しています。昭和51年（1976）の岩槻警察署移転を受け、昭和57年（1982）から建物を資料館
として活用し、さいたま市と合併後は市立博物館の分館として事業を推進しています。
　建物の外観は、合理主義様式を基調とした装飾性の少ない簡素なものですが、内部は丸窓、庇などにアール
デコの意匠が見られ、アーチ窓や丸柱などとともに昭和初期の特徴をよく残しています。埼玉県内の昭和初期
の建物として鉄筋コンクリート造は貴重なものであり、かつ木造の附属庁舎・演武場がまとまって残っている
という点も希少な例といえます。
　平成28年（2016）３月11日に開催された国の文化審議会文化財分科会の審議・議決を経て、「岩槻郷土資料館（旧
岩槻警察署本庁舎・附属庁舎及び演武場）」、「旧岩槻警察署附属掲示場」の２件が埼玉県における昭和初期の建
造物の特徴をよく示していることから「造形の規範になっているもの」という登録基準により、新たに登録有形
文化財（建造物）に登録するよう文部科学大臣に答申されました。そして、同年８月１日には、文化財保護法第
57条第１項の規定により、文化財登録原簿に登録されました（官報告示：平成28年８月１日付け文部科学省告示
第107号）。
　なお、旧岩槻警察署附属掲示場は入り口前に設置されていましたが、道路拡幅工事に伴い、平成21年（2009）
に資料館駐車場に移設しました。

⑴　施設の概要
開　　館	 昭和57年５月１日
建　　築	 地上２階　鉄筋コンクリート造
敷地面積	 1,744.78㎡
延床面積	 589.20㎡

⑵　事業

① 展示及び関連講座

ア　夏休み子ども博物館
• 会　　期	 ７月21日（水）～８月25日（水）　36日間（開館日数31日）入館者309人
• 内　　容	 昔のおもちゃの展示
• 関連講座	 「だれでも作ることができる簡単なおもちゃづくり」
	 ７月31日（土）・８月１日（日）10時～15時　参加者51人

イ　新収蔵品展
• 会　　期	 ９月14日（火）～10月３日（日）　20日間（開館日数18日）入館者191人
• 内　　容	 レコード、こけしなど、平成30年度～令和２年度に岩槻郷土資料館に寄贈された資料の一部を展示

ウ　岩槻周辺の城を探る
• 会　　期	 11月６日（土）～12月12日（日）　37日間（開館日数31日）入館者491人
• 内　　容	 最近の発掘調査などによって明らかにされた岩槻周辺の城について、出土品を中心に展示

岩槻郷土資料館外観
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• 関連講座	 「埼玉の中世城館跡を考える」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者53人
実施日 講師 講座名 参加者数

11月21日（日）
14時～15時30分 吉見町教育委員会職員 吉見町松山城 18人

12月５日（日）
14時～15時30分 富士見市難波田城資料館職員 富士見市難波田城 17人

12月12日（日）
14時～15時30分 川口市教育委員会職員 川口市戸塚城 18人

エ　土笛・土鈴～音の出る郷土玩具
• 会　　期	 ２月22日（火）～３月21日（月・祝）　28日間（開館日数24日）入館者910人
• 内　　容	 ２月末から岩槻で行われる「まちかど雛めぐり」に合わせ、市立博物館に所蔵されている郷土玩具	
	 のうち、土笛や土鈴などの音の出る郷土玩具を展示しました。

② 講座

ア　出張講座・講師派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者250人
　 実施日 場　所 対　象 内容 参加者数

１※ ５月８日（土）
10時～11時45分 三室公民館 市内在住・在勤の方 さいたま市の今昔（三室の昔） 20人

２ ６月14日（月）
14時～

ワッツ岩槻
東口コミュニ
ティセンター

シニア大学岩槻校
彩り会 さいたま市域の歴史 30人

３ ７月16日（金）
14時～16時

大久保東
公民館

桜区在住・在学・
在勤の方

「遺跡から見た縄文時代の風景
と暮らし」 40人

４ ９月14日（火）
10時～11時30分

岩槻城址
公民館 65歳以上の方 白鶴学級Ⅱ「城下町岩槻の歴

史」 20人

５ 11月10日（水）
10時～12時 三室公民館 市内在住・在勤の

65歳以上の方
みむろ学級（後期）
「三室の自然と文化『今と昔』」 40人

６ 12月16日（木）
13時30分～15時 美園公民館 65歳以上の方 しらさぎ大学第８回

「美園の歴史」 30人

７
12月24日（金）
10時～12時・

13時30分～15時30分

大久保東
公民館

桜区在住・在勤・
在学の方

考古学入門「知る・触る・体験
する縄文時代講座」 各回12人

８ ２月25日（金）
10時～11時30分

浦和コミュニ
ティセンター

シニア大学東浦和校
第９期校友会 「見沼田んぼの移り変わり」 46人

※令和３年１月29日開催予定であったが新型コロナウィルス感染症拡大に伴い中止となっていたもの
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イ　講座「さいたまを知ろう2021」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者22人
実施日 講師 講座名 参加者数

１月15日（土）
14時～15時30分 市立博物館学芸員 人骨から食性を探る ８人

１月22日（土）
14時～15時30分 市立博物館学芸員 さいたま市東部の地形と遺跡 14人

③ 学校団体見学受入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   参加者103人
実施日 学校名 学年 参加者数

７月７日（水） 西原中学校 １年 103人

⑶　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　　　 （単位：人）　② 入館者数の推移（過去５年間） 
月 開館日数 個人 団体 体験学習 計
４月 26日 218 31 － 249
５月 26日 246 12 － 258
６月 26日 189 ５ － 194
７月 27日 227 157 － 384
８月 26日 221 9 － 230
９月 26日 219 0 － 219
10月 27日 251 45 － 296
11月 23日 298 80 － 378
12月 23日 226 66 － 292
１月 23日 186 25 － 211
２月 22日 440 17 － 457
３月 27日 507 246 － 753
合計 302日 3,228 693 0 3,921

年　度 開館
日数 入館者数 1日平均

入館者数
令和３年度 302日 3,921人 12人
令和２年度※ 251日 2,632人 10人
令和元年度※ 273日 5,503人 20人
平成30年度 296日 5,751人 19人
平成29年度 295日 6,531人 22人

１日平均入館者数は小数点以下切捨て

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急
事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日ま
で臨時休館
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２．岩槻藩遷
せんきょうかん

喬館（埼玉県指定史跡・昭和14年 3月31日指定）

　岩槻藩遷喬館は、江戸時代後期の寛政11年（1799）、岩槻藩に仕えていた儒者・児玉南柯が、武家地にある裏
小路の一角に開いた私塾で、後に藩校となりました。最盛期には、梅林を伴った広大な敷地の中に武芸稽古場、
学問の神様・菅原道真を祀った菅神廟、南柯の自宅、築山・池泉・観望台なども設けられていました。
　江戸時代、全国には多くの藩校が開校されていましたが、現在も建物が残っているものは非常に少なく、県
内では唯一残っているのがこの岩槻藩遷喬館です。明治４年（1871）に藩校が廃止になった後は、おおむね民家
として使用されていましたが、昭和14年（1939）に県の史跡に指定され、昭和31年（1956）には岩槻市に寄贈され
ました。
　傷みが激しかった建物を昭和31年（1956）８月から昭和32年（1957）３月にかけて解体修理し、一般公開しまし
た。その後、昭和47年（1972）・61年（1986）に茅葺屋根の葺き替え、昭和56年（1981）に床組と土間の修繕を行い
ましたが、平成に入ると建物の腐食や傾きなど、傷みが目立つようになりました。そこで、建物調査・発掘調
査を経て、平成15年（2003）から平成18年（2006）にかけて大規模な解体修理を行い、平成18年５月１日から再び
一般公開しています。令和元年（2019）12月及び令和２年（2020）２月の強風により破損した屋根の修理のため、
令和２年８月18日（火）から９月13日（日）まで臨時休館しました。

⑴　施設の概要

開　　館	   昭和32年
建　　築	   木造平屋建茅葺屋根（主屋）
	   木造平屋建瓦葺屋根（管理事務所棟）
	   鉄筋コンクリート平屋FRP塗膜防水屋根
	  （消火施設棟）
敷地面積	   556.19㎡
延床面積	   96.73㎡（主屋）、14.87㎡（管理棟）、
	   5.94㎡（消火施設棟）

⑵　事業

① 学校団体見学受入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者364人
実施日 学校名 学年 参加者数

５月11日（火） 太田小学校 ３年 94人
７月７日（水） 西原中学校 １年 111人
７月13日（火） 岩槻中学校 １年 159人

② 茅葺屋根燻蒸
　茅葺屋根の保護のため、木材煙発生装置による燻蒸作業を、年４回実施しました。
　実施日：５月17日（月）・８月16日（月）・11月22日（月）・２月14日（月）

岩槻藩遷喬館外観
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⑶　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　    （単位：人）　② 入館者数の推移（過去5年間）
月 開館日数 個人 団体 計
４月 26日 313 81 394
５月 26日 393 146 539
６月 26日 240 61 301
７月 27日 176 310 486
８月 26日 177 23 200
９月 26日 254 ０ 254
10月 27日 325 73 398
11月 23日 393 225 618
12月 23日 198 53 251
１月 23日 232 42 274
２月 22日 797 139 936
３月 27日 1,033 336 1,369
合計 302日 4,531 1,489 6,020

⑷　刊行物
名　　称 発行部数 寸法等

岩槻藩遷喬館パンフレット 15,000部 Ａ４判両面カラー印刷　巻三つ折り

年　度 開館
日数 入館者数 1日平均

入館者数
令和３年度 302日 6,020人 19人
令和２年度※ 227日 4,279人 18人
令和元年度※ 273日 5,242人 19人
平成30年度 296日 6,320人 21人
平成29年度 295日 6,682人 22人

１日平均入館者数は小数点以下切捨て

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事
態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨
時休館
※茅葺屋根修繕のため、令和２年８月18日から９月13日
まで臨時休館
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３．与野郷土資料館

　与野郷土資料館は、与野本町小学校の複合施設「いーよの」内に、政令指定都市初（※）の試みとして令和２年
（2020）に開設しました。旧与野市域は、さいたま新都心のすぐ西側に位置するという立地ながら、豊かな自然
と歴史的にも貴重な多くの文化遺産が存在しており、これら先人の残した遺産を、次世代に確実に継承しなが
ら積極的に活用するため、学校教育と社会教育とを融合させた特色ある博物館です。旧与野市域に限らず、さ
いたま市の西側エリアも対象とした幅広い資料の収集や展示等を行うこととし、モニターなどの最新の映像技
術も活用することで、来館者にわかりやすく親しみのある博物館の実現に努めています。
　館内は、第一展示室、第二展示室のほかに、複合施設入口に「地域サロン」を備えています。第一展示室は「多
世代交流と体験の場」として、けん玉や紙芝居などの昔遊びの体験ができるスペースがあり、ここでは公募した
市民ボランティアが活躍しています。第二展示室は通史展示で、さいたま市の西側地域を対象とした旧石器時
代から現代までの実物資料やレプリカを展示しています。
　また、地域サロンは、地域の方々がいつでも自由に集える空間として開放しており、飲食も可能なスペース
になっています。与野郷土資料館が講座を実施する場所としても活用しています。
※小学校を含む複合施設内の博物館は、政令指定都市では初の設置

⑴　施設の概要
開　　館	 令和２年４月１日
建　　築	 鉄筋コンクリート造
敷地面積	 434.8㎡
延床面積	 434.8㎡

与野郷土資料館外観

施設平面図
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⑵　事業

① 展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入館者1,377人
　 期　間 内容 入館者数
１ ４月13日（火）～５月９日（日） ミニ展示「里帰り!!与野で出土した和同開珎」 579人
２ ７月13日（火）～８月29日（日） ミニ展示「日本代表ＧＫ川島永嗣さんと与野サッカー」 798人

② 講座
ア　お気楽講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  時間：14時～15時30分　参加者673人
　 実施日 内容 参加者数
１ ４月24日（土） 日本の貨幣の歴史と造幣局の誕生 39人
２ ５月１日（土） 一山行者と与野 40人
３ ５月２日（日） 資料館でむかし遊び 60人
４ ５月８日（土） 赤山通り・本町通りを歩く 32人
５ ５月30日（日） 縄文土器の文様いろいろ 23人
６ ６月５日（土） 土器片で拓本採りに挑戦 23人
７ ６月12日（土） 中世といえばこれ！板碑の世界を探る 43人
８ ６月19日（土） 近世といえばこれ！庚申塔の世界を探る 48人
９ ９月25日（土） 与野の人々、大山へ行く 37人
10 10月２日（土） 算額の世界 42人
11 11月21日（日） 鎌倉街道と本町通り 62人
12 11月27日（土） 荒川沿いの地形と遺跡 63人
13 ３月12日（土） 中山道を歩く①（座学）～調神社から埼玉県庁まで～ 56人
14 ３月19日（土） 中山道を歩く②（座学）～浦和駅から高台橋まで～ 47人
15 ３月26日（土） 中山道を歩く②（座学）～与野と大宮の製糸業～ 58人
※３・４以外は、隣接する与野本町コミュニティセンターの会議室で実施した。

イ　子ども博物館講座　　   時間：９時30分～11時30分（４・５・６は9時30分～11時）　参加者66人
実施日 内容 参加者数

１ ８月４日（水） 夏休み子ども博物館講座 古代のアクセサリー「まが玉」づくり①
（小学生） ５人

２ ８月５日（木） 夏休み子ども博物館講座 古代のアクセサリー「まが玉」づくり②
（小学生） ８人

３ ８月６日（金） 夏休み子ども博物館講座 古代のアクセサリー「まが玉」づくり③
（小学生） ８人

４ ８月18日（水） 夏休み子ども博物館講座 「土器の拓本」でしおりづくり① ８人
５ ８月19日（木） 夏休み子ども博物館講座 「土器の拓本」でしおりづくり② ６人
６ ８月20日（金） 夏休み子ども博物館講座 「土器の拓本」でしおりづくり③ ４人
７ 12月25日（土） 冬休み子ども博物館講座 「ぐにゃぐにゃたこ」づくり① 12人
８ 12月26日（日） 冬休み子ども博物館講座 「ぐにゃぐにゃたこ」づくり② 15人
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③ 出張講座・講師派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者149人
　 実施日 場　所 対　象 内容 参加者数

１ ５月17日（月）
14時30分～15時30分 プラザイースト さいたま市緑区

歴史の会 氷川女体神社と氷川神社 30人

２ ６月29日（火）
10時～12時 鈴谷公民館

市内在住・在学・
在勤の20歳以上
の方

歴史講座
「江戸時代の与野本町～与野町絵
図から～」

25人

３ ９月７日（火）
10時～12時 与野本町公民館 65歳以上の方

後期桑の実学級
「与野郷土資料館の収蔵資料の紹
介と解説」

30人

４ 10月５日（火）
10時～12時 下落合公民館 20歳以上の方 歴史講座

「さいたま市の歴史と文化」 30人

５ 10月13日（水）
10時～12時 植水公民館 市内在住の20歳

以上の方
歴史講座
「さいたま市西区の庚申塔」 20人

６ 10月29日（金）
９時45分～11時30分 与野本町小学校 課題を設定した

３年生

総合的な学習の時間
「すてき発見！わたしたちのまち
～鴻沼川について～」講話

７人

７ 11月19日（金）
13時50分～15時25分 与野本町小学校 課題を設定した

３年生

総合的な学習の時間
「すてき発見！わたしたちのまち
～鴻沼川について～」質疑応答

７人

④ 体験学習の受入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計２校　延べ３回　参加者227人
実施日 学校名 学年 参加者数

１ １月26日（水） 与野本町小学校 ３年１組・３組 63人
２ １月27日（木） 与野本町小学校 ３年２組 32人
３ ２月３日（木） 与野西北小学校 ３年 132人

⑤ 教育普及事業（団体としてカウント）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者101人
　 実施日 事業名 参加者数
１ ６月16日（水） 団体見学（与野本町小学校３年１組・２組） 64人
２ ６月23日（水） 団体見学（与野本町小学校３年３組） 31人
３ 11月２日（火） 団体見学（内谷中学校２年） ６人

⑥ 団体受入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 来館者131人
実施日 団体名 来館者数

１ 10月14日（木） 浦和郷土文化会 17人
２ 10月16日（土） 与野を歩く会 48人
３ 10月21日（木） 年輪の会 21人
４ 10月21日（木） 中央区小学校校長会 ８人
５ 10月28日（木） さいたま市ユニバーシティ ８人
６ １月18日（火） 尾間木公民館「歴史の会」 10人
７ １月19日（水） 佐知川下自治会 19人
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⑦ ボランティア活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔単位：回、（　）は参加者数〕
月 来館者対応 講座補助 体験学習 計 月 来館者対応 講座補助 体験学習 計
４月 16（21） １（12） ０ 17（33） 10月 12（20） １（７） １（12）※ 14（39）
５月 10（10） ４（40） ０ 14（50） 11月 10（15） ２（16） ０ 12（31）
６月 ９（９） ３（28） ０ 12（37） 12月 ６（７） １（１） ０ ７（８）
７月 12（18） ０ ０ 12（18） １月 ６（７） ０ ２（14） ８（21）
８月 ３（４） ６（21） ０ ９（25） ２月 ６（６） ０ １（９） ７（15）
９月 12（13） １（８） ０ 13（21） ３月 ６（４） ３（27） ０ ９（31）

合計 108（134） 22（160） ４（35） 134（329）
※ボランティアを対象とした体験学習講師の指導実技伝達講習会を10月21日（木）に実施した。

⑶　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　　（単位：人）　　② 入館者数の推移（過去２年間）
月 開館日数 個人 団体 体験

学習 計 年　度 開館日数 入館者数 １日平均
入館者数

４月 26日 402 0 0 402 令和３年度 302日 4,813人 15人
５月 26日 568 0 0 568 令和２年度※ 251日 4,150人 16人
６月 26日 411 95 0 506
７月 27日 355 0 0 355
８月 26日 531 0 0 531
９月 26日 270 0 0 270
10月 27日 228 102 0 330
11月 23日 393 6 0 399
12月 23日 237 0 0 237
１月 23日 342 29 95 466
２月 22日 185 0 132 317
３月 27日 432 0 0 432
合計 302日 4,354 232 227 4,813

⑷　刊行物
名　　称 発行部数 寸法等

与野郷土資料館パンフレット 10,000部 Ａ４判両面カラー印刷　巻三つ折り

１日平均入館者数は小数点以下切捨て

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事
態宣言のため、令和２年４月１日から５月31日まで臨
時休館
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４．鴻
こう

沼
ぬま

資料館

　江戸時代、現在の下落合（中央区）から鹿手袋（南区）にかけて鴻沼（高沼）と呼ばれる溜井（貯水池）がありまし
た。享保の改革の新田開発の奨励に伴い、見沼溜井とともに干拓されることになり、享保14～15年（1729～30）にかけ
て鴻沼用水路・排水路の開削、新田の造成が行われました。
　この鴻沼用水路・排水路周辺地域の開発の歴史を後世に残すため、地域住民から寄贈された民俗資料をもとに鴻
沼排水関係二ヶ土地改良区連合が、平成４年（1992）に開設した資料館です。その後、同連合の解散に伴い一時公開を
控えていましたが、旧浦和市が寄贈を受け、平成７年より再公開を始めました。

⑴　施設の概要

開　　館	   平成 4 年 5月1日、平成 7年 7月1日（再公開）
建　　築	   鉄骨造・木造 3階建
	 （ 1階鉄骨、2・3 階木造一部鉄骨）
敷地面積	   522.01㎡
建築面積	   144㎡
延床面積	   432㎡

⑵　事業

① 高木剪定
　同資料館のイチョウ（２本）について、強剪定を行いました。
　実施日：１月31日（月）
② 下水道接続修繕
　同資料館の東側接面道路に下水道管が整備されたことに伴い、浄化槽を廃止し、下水道に接続しました。
　実施日：３月７日（月）～３月12日（土）

⑶　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　   （単位：人）　 ② 入館者数の推移（過去5年間）
月 開館日数 個人 団体 計
４月 22日 42 ０ 42
５月 23日 21 ０ 21
６月 22日 15 ０ 15
７月 23日 18 ０ 18
８月 22日 18 ０ 18
９月 22日 23 ０ 23
10月 23日 14 ０ 14
11月 20日 5 ０ ５
12月 19日 ７ ０ ７
１月 19日 14 ０ 14
２月 19日 ８ ０ ８

３月※１ 18日 14 ０ 14
合計 252日 199 ０ 199

１日平均入館者数は小数点以下切捨て

※１　下水道接続に係る修繕のため、令和４年３月７日
から３月12日まで臨時休館

※２　新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急
事態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日ま
で臨時休館

鴻沼資料館外観

年　度 開館
日数 入館者数 1日平均

入館者数
令和３年度※１ 252日 199人 ０人
令和２年度※２ 212日 227人 １人
令和元年度※２ 227日 349人 １人
平成30年度 248日 359人 １人
平成29年度 248日 452人 １人
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５．旧
きゅう

高
た か  の   け  

野家離
はなれ

座
ざ

敷
し き
（さいたま市指定文化財・昭和56年 4月4日指定）

　この建物は、赤山街道と呼ばれる道筋に面した旧高野家の敷地内にあったもので、江戸時代末期の蘭方医・高野隆
仙が主屋の離れとして建てたものです。寄棟茅葺の小規模な建物で、４畳半・３畳の二間からなり、４畳半には茶席用の
炉を切り、床の間や隅切の下地窓を設けるなど、茶室建築の手法を取り入れた「数寄屋造り」と考えられています。
　平成10年（1998）に旧浦和市に寄贈され、平成12年度に修繕・後補部分の取り壊しを行い、平成13年度から一般公開
しています。平成17年度には、管理棟・門扉建設、復原修理を行いました。

⑴　施設の概要

開　　館　　平成13年 4月1日
建　　築　　木造平屋建、寄棟、茅葺、下屋（杉皮葺）
敷地面積　　175.59㎡
建築面積　　管理棟9.9㎡、離座敷22.5㎡

⑵　事業

① 東面雨戸敷居等修理
　東面雨戸敷居が破損したため、修理を行いました。また、下屋根に傷みが見られたため、シートを掛け破損の拡大を
防ぐ措置を行いました
　実施日：２月17日（木）

⑶　利用状況・統計

① 令和３年度入館者利用統計　　   （単位：人）　  ② 入館者数の推移（過去5年間）
月 開館日数 個人 団体 計
４月 ８日 39 ０ 39
５月 10日 106 ０ 106
６月 ８日 23 ０ 23
７月 ９日 30 ０ 30
８月 ９日 28 ０ 28
９月 ８日 26 ０ 26
10月 10日 56 20 76
11月 ８日 86 ０ 86
12月 ８日 18 ０ 18
１月 ８日 27 ０ 27
２月 ８日 46 ０ 46
３月 ８日 23 ０ 23
計 102日 508 20 528

年　度 開館
日数 入館者数 1日平均

入館者数
令和３年度 102日 528人 ５人
令和２年度※  84日 450人 ５人
令和元年度※  92日 466人 ５人
平成30年度 103日 534人 ５人
平成29年度 103日 528人 ５人

１日平均入館者数は小数点以下切捨て

※新型コロナウィルス感染症の流行拡大に伴う緊急事
態宣言のため、令和２年３月２日から５月31日まで臨
時休館

旧高野家離座敷外観
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各館の案内

○さいたま市立博物館
所 在 地	 〒330-0803　さいたま市大宮区高鼻町 2丁目 1番地 2
電　　話	 048-644-2322　　　
F  A  X	 048-644-2313
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）、特別整理期間、資料燻蒸消毒期間
入 館 料	 無　料
交通案内	 JR・東武アーバンパークライン（野田線）大宮駅下車　徒歩約15分　氷川参道二の鳥居　東側

○さいたま市立浦和博物館
所 在 地	 〒336-0911　さいたま市緑区三室2458番地
電　　話	 048-874-3960（FAX兼用）
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）、特別整理期間、資料燻蒸消毒期間
入 館 料	 無　料
交通案内	 JR京浜東北線北浦和駅下車　東口から東武バス「さいたま市立病院」行きバス約15分
	 終点「さいたま市立病院」下車すぐ

○浦和くらしの博物館民家園
所 在 地	 〒336-0925　さいたま市緑区下山口新田1179番地 1
電　　話	 048-878-5025　 　
F  A  X	 048-878-5028
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）、特別整理期間
入 館 料	 無　料
交通案内	 ・JR京浜東北線浦和駅下車　東口から国際興業バス「東川口駅北口」、「浦和美園駅（大門経由）」、
	  「大崎園芸植物園」行きバス約20分　バス停「念仏橋」下車すぐ
	 ・JR武蔵野線東浦和駅下車　徒歩約25分

さいたま市立博物館 さいたま市立浦和博物館 浦和くらしの博物館民家園
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○旧坂東家住宅見沼くらしっく館
所 在 地	 〒337-0024　さいたま市見沼区片柳1266番地 2
電　　話	 048-688-3330　　　
F  A  X	 048-688-3335
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）
入 館 料	 無　料
交通案内	 JR・東武アーバンパークライン（野田線）大宮駅下車　東口から国際興業バス「浦和学院高校」、
	 「さいたま東営業所」、「浦和美園駅西口」行きバス約30分　バス停「三崎台」下車すぐ

○岩槻郷土資料館
所 在 地	 〒339-0057　さいたま市岩槻区本町 2丁目 2番34号
電　　話	 048-757-0271（FAX兼用）
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）
入 館 料	 無　料
交通案内	 東武アーバンパークライン（野田線）岩槻駅下車　徒歩約10分　国道旧16号線（旧市宿通り）沿い

○岩槻藩遷喬館
所 在 地	 〒339-0057　さいたま市岩槻区本町 4丁目 8番 9号
電　　話	 048-757-5110（FAX兼用）
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）
入 館 料	 無　料
交通案内	 東武アーバンパークライン（野田線） 岩槻駅下車　徒歩約10分  市道4026号線沿い（旧裏小路）
	 岩槻図書館・岩槻本町公民館　南側

旧坂東家住宅見沼くらしっく館 岩槻郷土資料館・岩槻藩遷喬館
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○与野郷土資料館
所 在 地	 〒338-0003　さいたま市中央区本町東３丁目５番23号
電　　話	 048-714-5471
F  A  X	 048-714-5472
開館時間	 午前９時～午後４時30分
休 館 日	 月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）
入 館 料	 無　料
交通案内	 JR埼京線与野本町駅下車　徒歩約５分　与野本町コミュニティセンター　北側
	 与野本町小学校複合施設「いーよの」地下１階

○鴻沼資料館
所 在 地	 〒338-0832　さいたま市桜区西堀 4丁目 1番 4号
電　　話	 048-878-5025（浦和くらしの博物館民家園）
F  A  X	 048-878-5028（浦和くらしの博物館民家園）
開館時間	 午前 9時〜正午
休 館 日	 月曜日・木曜日（休日を除く）、休日の翌日（土曜日・日曜日・休日・休館日を除く）、
	 年末年始（12月28日～１月４日）
入 館 料	 無　料
交通案内	 ・JR武蔵野線西浦和駅またはJR埼京線中浦和駅下車　徒歩約12分
	 ・JR京浜東北線浦和駅から国際興業バス「桜区役所（中浦和駅・西堀経由）」行き「西堀」
	 　下車すぐ

○旧高野家離座敷
所 在 地	 〒336-0923　さいたま市緑区大間木 3丁目30番地11
電　　話	 048-878-5025（浦和くらしの博物館民家園）
F  A  X	 048-878-5028（浦和くらしの博物館民家園）
開館時間	 午前 9時〜午後 4時30分
開 館 日	 土曜日・日曜日  ※年末年始（12月28日～１月４日）は休館
入 館 料	 無　料
交通案内	 ・JR武蔵野線東浦和駅から国際興業バス「馬場折返場」「さいたま東営業所（宮本経由）」、
	  「馬場折返場経由市立病院」行き「芝原」下車　徒歩約３分
	 ・JR京浜東北線浦和駅東口から国際興業バス「浦和美園駅西口（バイパス経由）」、
	  「さいたま東営業所（中尾陸橋・芝原一丁目経由）」行き「芝原一丁目」下車　徒歩約３分
	 ・埼玉高速鉄道浦和美園駅西口から国際興業バス「浦和駅東口（バイパス経由）」行き
	  「芝原一丁目」下車　徒歩約３分

鴻沼資料館 旧高野家離座敷
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第７条　さいたま市立博物館の展示室及び講座室並びに旧
坂東家住宅見沼くらしっく館の学習室等の施設（以下「展
示室等」という。）は、博物館の目的に沿った展示会、研修
会等を実施するために、市民の利用に供することができ
る。

２　前項の規定により展示室等を利用しようとする者は、
あらかじめ委員会の許可を受けなければならない。

　（入館等の制限）
第８条　委員会は、次の各号のいずれかに該当する者があ
る場合は、その者の入館又は利用を拒み、若しくは退館
を命ずることができる。
⑴　展示品、保管物、施設又は設備を損傷するおそれが
あると認められるとき。

⑵　公益を害するおそれがあると認められるとき。
⑶　前２号に掲げるもののほか、管理上支障があると認
められるとき。

　（利用許可の取消し等）
第９条　委員会は、第７条の利用の許可を受けた者（以下「利
用者」という。）が、次の各号のいずれかに該当するときは、
その利用を停止し、又は利用許可を取り消すことができ
る。
⑴　偽りその他不正な手段により利用の許可を受けたと
き。

⑵　利用許可の条件又は職員の指示に違反したとき。
⑶　管理上特に必要と認められるとき。
⑷　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

　（入館料等）
第10条　博物館の入館料及び施設の使用料は、無料とする。
ただし、博物館が期間を定めて特別の資料を展示した場
合においては、市長は別に入館料の額を定め、これを徴
収することができる。

　（入館料の減免）
第11条　市長は、特別の事情がある場合において必要があ
ると認めるときは、前条ただし書に規定する入館料を減
額し、又は免除することができる。

　（原状回復の義務）
第12条　利用者は、展示室等の利用を終了したときは、速
やかに当該施設等を原状に回復しなければならない。第9
条の規定により利用の停止又は利用許可の取消しの処分
を受けたときも、同様とする。

　（損害賠償の義務）
第13条　博物館の入館者が、故意又は過失により博物館の
施設、設備、博物館資料等を損傷し、又は滅失した場合は、
速やかに原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ
ならない。ただし、市長が特別の理由があると認めると

条例・規則 
○さいたま市博物館条例

平成13年5月1日　
条例第132号  　　　

　（設置）
第１条　教育、学術及び文化の発展に寄与するため、博物
館法（昭和26年法律第285号。以下「法」と いう。）第18条の
規定に基づき、博物館を設置する。

　（名称及び位置）
第２条　博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。

名　称 位　置

さいたま市立博物館
さいたま市大宮区高鼻町 2
丁目 1番地 2

さいたま市立浦和博物館
さいたま市緑区大字三室
2458番地

浦和くらしの博物館民家園
さいたま市緑区大字下山口
新田1179番地 1

旧坂東家住宅見沼くらしっ
く館

さいたま市見沼区大字片柳
1266番地 2

（一部改正〔平成14年条例67号〕）
　（事業）
第３条　博物館は、法第3条に定める事業及び市教育委員会
（以下「委員会」という。）が必要と認める事業を行う。
　（職員）
第４条　博物館に館長その他の職員を置く。
　（休館日）
第５条　博物館の休館日は、次のとおりとする。
⑴　月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23
年法律第 178 号）に規定する休日（以下「休日」という。）
である場合を除く。）

⑵　休日の翌日（その日が日曜日、土曜日、休日又は休
館日である場合は、その日後において、その日に最も
近い日）

⑶　１月１日から同月４日まで及び 12 月 28 日から同月
31 日まで

⑷　特別整理期間（年間 10 日以内）
２　前項の規定にかかわらず、委員会は、特別の理由があ
ると認めるときは、臨時に休館日を定め、又は休館日に
開館することができる。

　（利用時間）
第６条　博物館の利用時間は、午前９時から午後４時30分
までとする。

２　前項の規定にかかわらず、委員会は、必要があると認
めるときは、利用時間を変更することができる。

　（展示室等の利用の許可）
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　（分館）
第２条　さいたま市立博物館（以下「市立博物館」という。）に
分館を置き、その名称及び位置は、次のとおりとする。

名　称 位　置

岩槻郷土資料館 さいたま市岩槻区本町 2丁目 2番34号

岩槻藩遷喬館 さいたま市岩槻区本町 4丁目 8番 9号

与野郷土資料館 さいたま市中央区本町東３丁目５番23号

鴻沼資料館 さいたま市桜区西堀 4丁目 1番 4号

旧高野家離座敷 さいたま市緑区大間木 3 丁目30番地11

２　分館の休館日は、次のとおりとする。ただし、市教育
委員会（以下「委員会」という。）は、特別の理由があると認
めるときは、臨時に休館日を定め、又は休館日に開館す
ることができる。
⑴　岩槻郷土資料館、岩槻藩遷喬館及び与野郷土資料館
ア　月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和
23 年法律第 178 号）に規定する休日（以下「休日」
という。）である場合を除く。）

イ　休日の翌日（その日が日曜日、土曜日、休日又は
休館日である場合は、その日後において、その日に
最も近い日。以下同じ。）

ウ　１月１日から同月４日まで及び 12 月 28 日から同
月 31 日まで

⑵　鴻沼資料館
ア　月曜日及び木曜日（その日が休日である場合を除
く。）

イ　休日の翌日
ウ　１月１日から同月４日まで及び 12 月 28 日から同
月 31 日まで

⑶　旧高野家離座敷
ア　月曜日から金曜日まで
イ　１月１日から同月４日まで及び 12 月 28 日から同
月 31 日まで

３　分館の利用時間は、次のとおりとする。ただし、委員
会は、必要があると認めるときは、利用時間を変更する
ことができる。
⑴　岩槻郷土資料館、岩槻藩遷喬館、与野郷土資料館及
び旧高野家離座敷　

　 午前９時から午後４時３０分まで
⑵ 鴻沼資料館　午前９時から午後零時まで

４　前２項に掲げるもののほか、分館の利用にあっては市
立博物館の例による。

　　　（全部改正〔平成17年教委規則16号〕、一部改正〔平成
　　18年教委規則11号・23年６号・30年２号・31年12号〕）

　（入館者等の遵守すべき事項）

きは、この限りでない。
　（協議会）
第14条　法第20条第１項の規定に基づき、さいたま市博物
館協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

２　協議会は、委員15人以内をもって組織し、次に掲げる
者のうちから委員会が任命する。
⑴　学校教育及び社会教育の関係者
⑵　家庭教育の向上に資する活動を行う者
⑶　学識経験を有する者
⑷　公募による市民

３　委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。
４　委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任
期間とする。

５　協議会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互
選によりこれを定める。

　（委任）
第15条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会
規則で定める。

　（一部改正〔平成24年条例９号・26年19号〕）
　　　附　則
　（施行期日）
１　この条例は、平成13年５月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この条例の施行の日の前日までに、合併前の浦和市博
物館条例（平成７年浦和市条例第14号）、大宮市立博物館
条例（昭和55年大宮市条例第23号）又は旧坂東家住宅見沼
くらしっく館条例（平成８年大宮市条例第２号）の規定に
よりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの
条例の相当規定によりなされたものとみなす。

　　　附　則（平成14年12月26日条例第67号）
　この条例は、平成15年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成24年３月21日条例第9号）
　この条例は、平成24年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成26年３月25日条例第19号）
　この条例は、平成26年４月１日から施行する。

○さいたま市博物館条例施行規則
平成13年 5月 1 日　　
教育委員会規則第40号

　（趣旨）
第１条　この規則は、さいたま市博物館条例（平成13年さい
たま市条例第132号。以下「条例」という。）の施行に関し必
要な事項を定めるものとする。
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をするものとする。ただし、当該資料の館外利用につい
ては、寄託者の承認を得なければならない。

６　委員会は、寄託された資料の不可抗力による損害に対
してその責めを負わないものとする。

　（資料の借用）
第７条　委員会は、博物館における展示又は研究に資する
目的で、資料を借用することができる。

２　博物館が、借用した資料の館外利用、模写、模型製造、
撮影又は公刊を行おうとするとき及び第三者がこれらの
行為をしようとするときは、所有者の承諾を得なければ
ならない。

　（継続利用期間）
第８条　市立博物館の展示室及び講座室並びに旧坂東家住
宅見沼くらしっく館の学習室等の施設（以下「展示室等」と
いう。）を引き続いて利用することができる期間は、14日
とする。ただし、委員会は、事情によりこれを変更する
ことができる。

　　　　　（一部改正〔平成17年教委規則16号〕）
　（展示室等の利用の手続）
第９条　条例第７条第２項の規定により展示室等の利用の
許可又は許可に係る事項の変更（取消しを含む。）の許可を
受けようとする者は、次に定めるところにより申請書を
委員会に提出しなければならない。
⑴　展示室等の利用の許可を受けようとする場合　展示
室等利用許可申請書（様式第 9号）

⑵　許可に係る事項の変更の許可を受けようとする場合
　展示室等利用変更許可申請書（様式第 10 号）

２　前項に規定する申請書は、展示室については利用しよ
うとする日の６月前から、講座室、学習室等の施設につ
いては２月前からそれぞれ受け付けるものとする。

３　条例第７条第２項の規定による展示室等の利用の許可
又は許可に係る事項の変更（取消しを含む。）の許可は、次
に定めるところにより許可書を交付して行うものとする。
⑴　展示室等の利用の許可　展示室等利用許可書（様式
第 11 号）

⑵　許可に係る事項の変更の許可　展示室等利用変更許
可書（様式第 12 号）

　（所掌事務）
第10条　市立博物館の所掌事務は次のとおりとする。
⑴　資料の収集、保管、展示、調査研究、利用等に関す
ること。

⑵　図録、研究報告書等の刊行及び頒布に関すること。
⑶　来館者の受付及び入館料に関すること。
⑷　教育活動及び普及活動に関すること。
⑸　施設及び設備の維持管理に関すること。

第３条　入館者及び利用者は、次に掲げる事項を遵守しな
ければならない。
⑴　館内の秩序を乱さないこと。
⑵　許可を受けずに館内において寄附の募集、物品の販
売、飲食物等の提供、広告物の掲示、写真の撮影、録
音等を行わないこと。

⑶　所定の場所以外において、火気等を使用し、又は喫
煙しないこと。

⑷　展示資料に触れ、汚損し、又は損傷しないこと。
⑸　危険のおそれがある物品を携帯しないこと。
⑹　前各号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反
する行為をしないこと。

２　委員会は、管理上必要があるときは、入館者又は利用
者に対しその都度必要な指示をすることができる。

　（資料の館内利用）
第４条　学術上の研究のため博物館法（昭和26年法律第285
号）第2条第3項に規定する博物館資料（以下「資料」とい
う。）を館内で特に利用しようとする者は、資料館内利用
許可申請書（様式第１号）を委員会に提出し、資料館内利
用許可書（様式第２号）の交付を受けなければならない。

　（資料の館外利用）
第５条　他の博物館、図書館、学校その他委員会が適当と
認める者は、資料を館外で利用することができる。

２　資料を館外で利用しようとする者は、資料館外利用許
可申請書（様式第３号）を委員会に提出し、資料館外利用
許可書（様式第４号）の交付を受けなければならない。

３　資料の館外利用期間は、30日以内とする。ただし、委
員会が特に必要があると認めるときは、これを延長する
ことができる。

４　委員会は、必要があるときは、館外利用期間中であっ
ても資料の返還を求めることができる。

　（資料の寄贈又は寄託）
第６条　委員会は、博物館における展示又は研究に資する
目的で、資料の寄贈又は寄託を受けることができる。

２　資料を寄贈しようとする者は資料寄贈申請書（様式第５
号）により、資料を寄託しようとする者は資料寄託申請書
（様式第６号）により委員会に申請するものとする。
３　委員会が資料の寄贈を受けると決定したときは資料を
寄贈しようとする者に対し資料受領書（様式第７号）を、
寄託を受けると決定したときは資料を寄託しようとする
者に対し資料受託書（様式第８号）を交付するものとする。

４　前項の寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄託
者の負担とする。ただし、事情により館費をもって支弁
することができる。

５　寄託された資料は、博物館所蔵の資料と同様の取扱い
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　この規則は、平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成18年３月27日教委規則第11号）
　この規則は、平成18年５月１日から施行する。
　　　附　則（平成23年３月29日教委規則第6号）
　この規則は、平成23年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成30年１月26日教委規則第2号）
　この規則は、平成32年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成31年３月29日教委規則第12号）
　この規則は、公布の日から施行する。

※様式－略

○さいたま市博物館協議会規則
平成13年 5 月 1 日

教育委員会規則第41号
　（趣旨）
第１条　この規則は、さいたま市博物館条例（平成13年さい
たま市条例第132号）第15条の規定に基づき、さいたま市
博物館協議会（以下「協議会」という。）に関し必要な事項を
定めるものとする。

　（委員長及び副委員長）
第２条　委員長は、協議会の会務を総理し、協議会を代表
する。

２　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があると
き又は欠けたときは、その職務を代理する。

　（会議）
第３条　協議会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じ
委員長が招集し、その議長となる。

２　会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことが
できない。

３　会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の
ときは委員長の決するところによる。

　（庶務）
第４条　協議会の庶務は、生涯学習部において処理する。
　（委任）
第５条　この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関
し必要な事項は、委員長が協議会に諮って定める。

附　則
　この規則は、平成13年５月１日から施行する。

⑹　さいたま市博物館協議会に関すること。
⑺　さいたま市立浦和博物館（以下「浦和博物館」とい
う。）、浦和くらしの博物館民家園及び旧坂東家住宅見
沼くらしっく館との連絡調整に関すること。

２　浦和博物館、浦和くらしの博物館民家園及び旧坂東家
住宅見沼くらしっく館の所掌事務は次のとおりとする。
⑴　資料の収集、保管、展示、調査研究、利用等に関す
ること。

⑵　図録、研究報告書等の刊行及び頒布に関すること。
⑶　来館者の受付及び入館料に関すること。
⑷　教育活動及び普及活動に関すること。

　　　（全部改正〔平成15年教委規則20号〕、
　　　一部改正〔平成23年教委規則6号〕）
　（係の設置）
第11条　市立博物館に次の係を置く。
　⑴　管理係
　⑵　事業係
　　　（追加〔平成23年教委規則６号〕）
　（その他）
第12条　この規則に定めるもののほか、博物館の管理に関
し必要な事項は、委員会が別に定める。

　（一部改正〔平成15年教委規則20号・23年６号〕）
　　　附　則
　（施行期日）
１　この規則は、平成13年５月１日から施行する。
　（経過措置）
２　この規則の施行の日の前日までに、合併前の浦和市立
郷土博物館管理規則（昭和47年浦和市教育委員会規則第３
号）、浦和くらしの博物館民家園管理規則（平成７年浦和
市教育委員会規則第13号）、大宮市立博物館管理規則（昭
和55年大宮市教育委員会規則第10号）、大宮市立博物館処
務規則（昭和55年大宮市教育委員会規則第11号）又は旧坂
東家住宅見沼くらしっく館条例施行規則（平成８年大宮市
教育委員会規則第９号）の規定によりなされた処分、手続
その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりな
されたものとみなす。

　（岩槻市の編入に伴う経過措置）
３　岩槻市の編入の日の前日までに、編入前の岩槻市立郷
土資料館管理規則（昭和61年岩槻市教育委員会規則第１
号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、こ
の規則の相当規定によりなされたものとみなす。

　　　　　（追加〔平成17年教委規則16号〕）
　　　附　則（平成15年３月27日教委規則第20号）
　この規則は、平成15年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成17年３月28日教委規則第16号）
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